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第１章 調査の趣旨・概要・実施体制 
 

１－１ 調査研究の趣旨 
 
 １ 背 景 
 

 Ή ´⁴‹‖ ‘‾₀ › ῌ₀  ᾿ ‗  ―⁭⁯  ‍

₀ ῲ‍‼᾿ ‴ ‴’ ₀ ‚ ‼⁴ Ό ῴ―΅⁴῀ ‚ῷ

΅―„᾿ ” ” ⁞ ” ‚⁭‒―᾿ ‚

⁭⁴ Ό  ―Ὼ‍῀​” „ ῃ ‚’⁯᾿ ”

Ό ›‗‗‾‚᾿ ” ‾  ―Ὼ―΅⁴῀ 

  Ὸ ’Ό⁮᾿ ‚  ⁴ ║ ║ ‚⁭⁴ ‚ ₀

῾⁴‗᾿ ‚ῷ῾⁴ ⁞ ‚ῷ῾⁴ ’‘᾿ ’

‚‗‘‴‒―΅⁴”Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 Ή̓↔≥╒₿╒ῌΉ⅔╒⅍ῌ” ‗΅ῲ Ό ⁸⁵―  ῼ’⁯᾿

‚ῷ΅―„᾿ ║ ’ ⁞ ” ‚ ῴ―᾿ ║

║ ’‘” ₀  ᾿ ‘‾” ’ ₀  ―Ή Ὼ⁴ ῌ₀

› ‗Ό ‼⁮⁵⁴⁭ῲ‚’⁴’‘᾿₤∩≥₈ ” Ὸ⁮”₈↨⌠╒℅Ό

‚’‒―΅⁴῀ 

 

 ２ 教育支援プラットフォームの必要性 
 

 ‚⁭⁴ „᾿ ’ ⁞ ” ‗  ⁴ ‗‚⁭‒―

‚‏‍‾‘ ⁞Ῥ Ό⁵₀ ῴ᾿ •‍΅‗΅ῲ ₀‏  ᾿ ῼ ‗”

‚–΅― ῴ  ⁴’‘᾿ Ὼ’ Ό  ⁵―΅⁴῀ Ὸ ’Ό⁮᾿ ‚

ῷ΅―„ ’‾”‚‗‘‴‒―ῷ⁯᾿​⁵„᾿ ‗ Ό ΅” ₀
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‖Ὼ⁴ ₀ ῴ᾿ ῼ” Ὸ⁮  ⁵⁴ ⁞ ‚  ⁴⅝ₒ⅞ₒ₀

 ⁴⁭ῲ’ ‹₀  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ ‚ῷ΅―„᾿ ”⁭ῲ

’ ₀  ⁴‍‼᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ᾿ Ό  ―

₀ ⁴Ή  ΅ ῌ ” ‹₀  ⁴ ‗₀  ― ⁯ ₁‎῀ 

 

１－２ 調査研究の概要・全体像 
 
 １ 調査研究委員会による事業の推進 
 

↨≤№⅍↔₠╒√” ‚–΅― 

” ‗ ”⅔╒₱‚–΅― 

⁞ ║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚–΅― 

” ‚–΅― 

 
 ２ 企業等の実態及び学校のニーズに関する調査の実施 
 

₀ ‗ ‍ ₈└₨╒⅍  

₀ ‗ ‍⅔╒₱ ₈└₨╒⅍  

 
 ３ 教育支援プラットフォームの構築（モデル事業：県内３地区） 
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 ４ 教育ＣＳＲ活動の推進 
 

‚  ⁴ ”  
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 ５ ネットワークの構築 
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 ６ 調査研究の趣旨・概要の全体像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

˗  
˗  

青 森 県 教 育 支 援  
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 
調 査 研 究 委 員 会  

（事務局：県教育庁生涯学習課） 

 

(1) 企業等の実態・学校のニーズ

の調査 

 ║₈└₨╒⅍  

(2) 教育ＣＳＲの推進 

 ║ ”  

 ║≥╒↔⌐№⅍  

(3) ネットワークの構築 

 ║  

上北地区実行委員会 

 

下北地区実行委員会 

 

青森県立三沢航空科学館 他 

むつ来さまい館 

海と森ふれあい体験館 他 

西北・中南地区 
実行委員会 

 中南教育事務所 

弘前大学生涯学習教育

研究センター 

その他ＮＰＯ法人 他 

 (1) 推進エンジンの開発 

║ ‚ ῼ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗€−╒⅍ ⁴ ₰

₿№↔”  

 (2) 企業等の参集 

║↑₈≥└₧ ‚⁭⁴ ║  

║ ∞⅔≈╒”  

 (3) 教育支援プラットフォームの試行的運用 

║∕№℅└₧᾿ ” ‚⁭⁴ ”  

 

○学校支援地域本部事業等 

（学校に対する教育支援活動を通して、学校と地域の

教育力を総合的に向上させる取組） 

○子どもを育む地域づくり事業等 

（直接的に地域の教育力向上を図る取組） 
 

▲企業等による教育支援活動を促進する取組は丌十分 

≪企業等≫教育支援に対する関心が低く、自らの教育

資源としての価値に気づいていない。 

≪学 校≫地域の教育資源についての情報が丌足して

いる。 

֝  
 

○地域住民による学校支援ボランティア

活動が活発化し、学校においては多様

な教育活動が可能になるとともに、こ

れに参加した保護者や地域住民の教育

に関する意識が高まるなど一定の成果

を上げるに至っている。 
 

▲企業やＮＰＯ等による教育支援活動は

未だ活発であるとは言い難く、内容、

広がりともに、限定的なものにとどま

っているのが現状である。 

≪仕組み≫企業等と学校を結ぶ仕組みが

整備されていない。 

  

 

本研究では、企業等による教育支援活動の活発化を図るとともに、学校と企業等を結び付ける仕組み「教

育支援プラットフォーム」を構築することによって、より多くの学校において充実した教育活動ができるよ

う、地域住民による学校支援ボランティア活動と合わせて、体制の整備を図るものである。 

  

 

目指すは「地域ぐるみで子どもを育む社会」の実現である。具体的には、学校や家庭に加えて、地域住民

や団体、ＮＰＯ、企業等の目が子どもたちに注がれ、安全・安心が守られるとともに、学校、家庭、地域に

おいて効果的な教育活動が展開されることである。 
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１－３ 実施体制（組織） 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査研究委員会、専門部会及び地区実行委員会の組織図 

 
 １ 調査研究委員会 
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ₐ  
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 ２ 調査研究委員会専門部会  
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 ３ 拠点施設と実行委員会 
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第２章 調査研究の方法 
 

２－１ 拠点となる施設との事前協議 
 

  

‚∟℮⌂ ₀  ⁴‚Ῥ‍‒―᾿ ‗
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  ṷ ר  ᾿ • ‚–΅― 

ש        ” ‚–΅― 

ת        ” ” ‚–΅― 

”↔№Ω₉₈₰₿└≥∑װ        • ‚–΅― 
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２－２ ボランティアスタッフ等人材の育成（募集→説明会→研修会） 
 
 １ ボランティアスタッフの募集及び説明会 
 

  

↨≤№⅍↔₠╒√” ’ ₀ ⁴‍‼᾿ ‖„’ῼ᾿∑

≤└Ω₉₈₰₿№↔₀ ‗ ‍ ” ‹—ῼ⁯₀  ‍‼᾿

ῼΉ ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ” ‚  ᾿ ‖Ὼ⁴∑≤└Ω₉₈₰₿

№↔₀  ⁴῀ 

  

  ῏  ῐ 

ר       

ש     ΉMi ni ₣ₐⅎῌ  

⌂╒∞⅍₦⌐ₐ⃰ת    ₲└₿╒

₪╒℮₉⅜╒₿╒ ᾿ ₤∩≥₈

”  

װ    ‚⁭⁴ῷ ⁮  • Ό  ‍ ‚

⁸‒‍  

  ῏ ῐ  

   ṷ  

         10:00 11:00 

   ṷ ›–  ‴΅  

10:00ר          13:00ש 11:00 14:00 

   ṷ ║  

        13:00 14:00 ₔ⌂√ ₲└₿╒ 

        14:00 15:00  

    

  

 ῏  ῐ 

      

 ║  

║ • ‭”↑₈≥└₧ 

 ║  

║ ∞⅔≈╒  

║∕№℅└₧ •  

║ₐ∂└⅍ ” ║  

║  

║ ‚ ⁸⁴ ₀  

║ Ό‖Ὼ⁴  

║ ’ ⁞ ₀ ‗ ’΅῀ 

║ ”‍‼‚ ’ ₀ ῲ῀ 
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 ῏ ῐ 

      

 Ὸ⁮ 

 ║ ” ‗ • ↨≤№⅍↔₠╒√‚–΅― 

 ║ Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ” ‚  ⁴  

  ‚–΅― 

 ║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‗ ‚–΅― 

 ║∑≤└Ω₉₈ ” ‚–΅― 

 Ὸ⁮ 

 ║ ” ‚–΅― 

”‖⁵‴ ר    ‗ ”  

  ‼⁮⁵Ὸ ש     

 ║ ” ‚–΅― 

 

  

       ║   

 
 ２ ボランティアスタッフの研修会 
 

  

↨≤№⅍↔₠╒√ ” ₀ ῲ ” ₀ ‗ ―᾿∑≤└

Ω₉₈₰₿№↔‚  ―᾿ ‚ ’ ₀   ⁴‍‼” ₀ ῲ῀‴

‍᾿ ᾿ ” ₰₿№↔ •∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό᾿ ”

⁞‼   ‚–΅―  ᾿ ₀ ⁴‍‼”─╒₦₮≡№↨’

‘₀  ⁴῀ 

  

᾿ ᾿ ║  

” ₰₿№↔ 

᾿ ᾿ ║ ”∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

  

₈ Ω╒∕᾿ • ║  

   

 Ή ↨≤№⅍↔₠╒√‚–΅―ᾘΉ Ὸ⁮ ‫

” ῌ  

 ─╒₦₮≡№↨ 

    Ή ‗ ↨≤№⅍↔₠╒√”ₐ∞╒₯ῌ 

     

ͨ ” ‗ ₀∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚  ⁴‗‗‾‚᾿ ”

” ⁞ ” ‚  ⁴ ₀ ‼  ‍῀‴‍᾿ ⁵Ὸ⁮  ‾”Ό

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό ‗’⁴Ή  ΅ ῌ” ‚ —ῼ ‍’ ‹

‖Ῥ⁴ ‗₀ ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚  ‍῀ 
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 Ή ║ ” ᾿ ‚–΅―ῌ 

       

 ─╒₦₮≡№↨Ή Ό‘”⁭ῲ’ ₀‖Ὼ⁴Ὸῌ 

     

ͨ Ὸ⁮᾿ ‗΅ῲ ” ‚ Ό ⁴ ‗” ‗ Ό

‼⁴‾”‚–΅― ’ ₀  ―  ―΅‍‎΅‍῀‴‍᾿ ‚

‚ ” ₀ ⁯ ⁵‍ ₀  ―‾⁮ῲ‗‗‾‚᾿​” ’

₀  ―‾⁮ῲ ‗‖᾿’ ᾿↨≤№⅍↔₠╒√”⁭ῲ’ ‹Ό ’”

Ὸ₀ ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚  ‍῀ 

 

   

 Ή ₪╒℮₉⅜╒₿╒” ῌ 

      ∑≤└Ω₉₈₲└₿╒₪╒℮₉⅜╒₿╒  

 ─╒₦₮≡№↨Ή ₁’ ‎‒‍⁮  ΅’ῌ 

       

ͨ ₪╒℮₉⅜╒₿╒Ὸ⁮᾿ ‚ Ό₰√╒₱‚ ‒―΅ῼ‍‼

”⅝ₒ⅞ₒ⁞₪╒℮₉⅜╒₿╒ Ό ‚ ₀ ―΅⁴ ₀  ―΅

‍‎΅‍῀‴‍᾿ ₀ ⁴ ᾿ ⁵⁴ ” ‚‗‒― ’ ‗’⁴‍

‼”₪╒℮₉⅜╒₿╒” ₀ ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚  ‍῀ 

 

   

 Ή↑₈≥└₧ ”₰₤⌂ ₈−ₐ└⅍Ὸ⁮ ‴‖ ῌ 

 Ή₪∙≈⅔₨╒₮≡└ῌ 

          

ͨ ⁞ ‚ ”‍‼”↑₈≥└₧ ‚ Ὸ῾⁴ ”∕⅓╒‚–΅

―  ―΅‍‎ῼ‍‼‚᾿ ‚ῷ῾⁴ ⁞ ‴ ‴’ ║

᾿ ’‘” Ό ’ ₀  ‍῀ ‚„ ” ₀

 ‍ ‖᾿‘”⁭ῲ’ ‗‚ ₀–῾⁵‟⁭΅Ὸ’‘ ‚ ₀ ῴ’Ό⁮

 ―΅‍‎΅‍῀ 

 

   

᾿ ║  

 Ή  ΅  ₀  ⁴ Ό ‍  ‗

ῌ 

     ₲└₿╒   

    ║  Ὸ’Ώ   

 ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ ‴‗‼  
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Ή ₪╒℮₉⅜╒₿╒ ῌ‚  

₲└₿╒   

ͨ ” ‚ ⁸ ᾿–Ώ”⁭ῲ’ ” ‗ ‍῀ 

ר   ΅ ‚⁭⁴ ‹—ῼ⁯₀ ⁴‍‼‚ ‗ ‗Ό  ―΅ῼ

‍‼‚ ’ ‗‚–΅― ”‼‍‫  

ש  ‚  ―΅ῼ ‗₀ ‚᾿ —ῼ⁯‚ ⁸⁴ Ὸ⁮ ║

₪└₲↨⅍║ ‚–΅― ’ ║ ‚–΅― ”‼‍‫  

ת  ⁞∑≤└Ω₉₈‚–΅― ₀ ⁮‚ ‼⁴‗‗‾‚᾿₰₤⌂₈№↨

₀ ‗ ‍  

 

ₐ ║ ║  

       

  

10ר  6 10:00 12:00 

10ש 13 10:00 12:00 

10ת 20 10:00 12:00 

11װ  4 10:00 12:00 

11ױ 17 13:00 14:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10ר  5 10:00 12:00 

10ש 12 10:00 12:00 

10ת 19 10:00 12:00 

10ױ 28║29 ║  

₪╒℮₉⅜╒₿╒  

11װ  1 10:00～12:00 

›–  ‴΅  

‴ Ὸ⁯↨≤₭ 

›–  ‴΅  

›–  ‴΅  

 

›–  ‴΅  

 

 

 

 

 

 

║  

10ר  7 13:30 15:30 

10ת 22 13:30 15:30 

10ש 27 13:30 15:30 

11ױ 29 13:30 15:30 

12װ 16 13:30 15:30 

Ῥ‬⁴ 

₲└₿╒ 

₲└₿╒ 

 

₲└₿╒ 

 

 

 

 

 

ר        ᾿„ױ ‚  

 

ₒ ”  

  ᾿  ᾿  ║

” ” „ p. ‚  

ₔ ”  

 ‚⁭⁴ ” •─╒₦₮≡№↨” ” ₀

 ᾿ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚ ‍’∞└ↄ╒Ό ⁸‒‍‗Ὼ”

‗ ―  ⁴῀ 
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 ３ その他研修会 
 

  

 ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ⁮’⁴₰₤⌂₈№↨₀  ‗‗‾‚᾿ ‴ ‴’

‖ ‚ ⁸⁴ ‗” ⁞ ” ‗ ―᾿ ‖ ‖Ὼ⁴

₀ ᾿  ⁴῀‴‍᾿ ” ‚  ― ↨≤№⅍

↔₠╒√” ₀  ⁴ ‗‚⁭‒―᾿ ”⁭ῲ’ ‹Ό ⁮⁵––Ῥ⁴ 

‗₀  ⁴῀‴‍᾿ ᾿ ₀ ⁴ ‗‚⁭‒―​⁵‌⁵” ‚

Ό‾‍⁮ ⁵⁴ ‗₀  ᾿ ₀ ⁴῀ 

  

₈ ∑≤└Ω₉₈  

  ṷ  10 00 16 00 

  ṷ  ₲└₿╒ 

  ṷ  ᾿ ᾿ ᾿ ∑≤└Ω₉₈

᾿ ₪╒℮₉⅜╒₿╒᾿  

       ↨≤№⅍↔₠╒√ ₰₿№↔║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

  ṷ ῲ‏ ↨≤№⅍↔₠╒√  

  ṷ₪╒℮₉⅜╒₿╒ ₲└₿╒   

  ṷ   

   ║ Ή ‘‾” Ὸ’ ‚–’Ό⁴ ∑≤└Ω₉₈ ῌ 

   ║−₰₿╒ ↨≤№⅍↔₠╒√‚–΅―−₰₿╒  

   ║  

     ₪╒℮₉⅜╒₿╒   

     ₪╒℮₉⅜╒₿╒  

        

   ║  

     Ή ‗ ₀ ‫ ’₪╒℮₉⅜╒⅍ῌ 

     Ή ‘‾║ ║ Ό ‚’⁴ ” Ό⁯‗ ‴⁯ῌ 

     Ή ‗ Ό‗‾‚ ῴ⁴ ” ῌ 

   ║ •  

     ⁭⁯  

     Ή ” ∑≤└Ω₉₈ ” ⁮’⁴ ‗ ”‍‼‚ῌ 
 

ₐ ₪╒℮₉⅜╒₿╒  

  ṷ  13 00 14 40 

  ṷ  ₲└₿╒ 

  ṷ  ∑≤└Ω₉₈ ₲└₿╒ ᾿∑≤└Ω₉₈  

       ↨≤№⅍↔₠╒√ ₰₿№↔║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

  ṷ ῲ‏ ↨≤№⅍↔₠╒√  
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  ṷ  ∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒ ש ║  

       Ή ” ‚ ῾―ῌ 

       ∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒   

            

 

ₒ ₰₤⌂₈№↨  

  ṷ  9 30 16 00 

  ṷ   

  ṷ  ↨≤№⅍↔₠╒√ ₰₿№↔║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

       ” ‚ ⁸⁴  

  ṷ  

  ṷ   

   ║↔₇₮≥Ω╒₮≡└  

    ↔₇₮≥Ω╒₿╒    

     ” ”  

     ↔₇₮≥Ω╒₿╒‗  

     ↔₇₮≥Ω╒₿╒”  

     ₀ ⁮ ⁴ –”  

       ⁴ –”  

     ₀ ‚ ῴ⁴  

     ‍ῼ ₁ Ὼ‎  ‗”  

     ↔₇₮≥Ω╒₿╒”    

     ∞└ↄ╒” ” Ὼ    

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

 
 ４ 教育支援活動推進員の認定 
 

  

 ↨≤№⅍↔₠╒√ ” ₀ ῲ ”∑≤└Ω₉₈₰₿№↔

Ό᾿↑₈≥└₧ ’‘” ‚  ⁴ ⁞ ₀  ⁴

‚₰√╒₱‚ Ό‖Ὼ⁴⁭ῲΉ ῌ‗ ―᾿

Ὸ⁮ ₀  ⁴῀ 

  

 ”∑≤└Ω₉₈₰₿№↔  

  

₈ ”  

 ” ₀ ‍  Ό ” ₀ ΅ ‍ ᾿

‗ ―  ⁴῀’ῷ᾿ ↨≤№⅍↔₠╒√

Ό  ⁴ ” ₀  ―΅’΅ „᾿ Ὸ⁮
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” ₀ ‗ ⁴῀ 

 

 

 ‘‾” ‚  ⁴ ║ ║ ” ‚–΅―  ―΅⁴ ‗ 

 ‚ ⁴ ║ ” ᾿ ‚–΅―  

―΅⁴ ‗ 

 ₪╒℮₉⅜╒₿╒” ‚–΅―  ―΅⁴ ‗ 

 ᾿ ᾿ ᾿ Ό  ― ” ‚ ⁯ › 

‗‚–΅―  ―΅⁴ ‗ 

 ‚–΅―  ―΅⁴ ‗ 

 

ₐ ” ‚ ⁴  

 ᾿ ᾿  

 

２－３ 教育支援プラットフォームの構築 
 
 １ 教育委員会、関係団体等との連携・協力 
 

  

↨≤№⅍↔₠╒√” Ό  ⁴ ” ᾿

‚  ― ₀  ᾿ ║ ₀ ⁴‗‗‾‚᾿ ∑≤└Ω₉₈₰₿№

↔‚⁭⁴ ‭”↑₈≥└₧ ⁞ Ό ‚ ‖Ὼ⁴⁭ῲ  ⁴ 

‗₀ ‗ ―᾿ ₀  ―  ⁴‗‗‾‚᾿

” ” ‖ ₀ ⁴῀ 

  

 

  【市町村教育委員会との連携】 

₈  

  ṷ ר    10 00 11 00 

ש        10 00 11 00 

  ṷ   

  ṷ ר ᾿  

         

        

 

ש        ᾿  

         

         

        

 



 

- 14 - 

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║ ‚ῷ῾⁴ ” ‚–΅― 

ₐ ›–  

  ṷ  13 00 14 00 

  ṷ  ›–  

  ṷ ›– ᾿  

       ›– ‗ ‪⁵Ῥ΅  

       ᾿

 

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║›– ‚ῷ῾⁴ ‚⁭⁴ ” ‚–΅― 

ₒ  

  ṷ  10 00 12 00 

  ṷ   

  ṷ  ║  

  ṷ  

  ṷ   

   ║  Ή ” ‹Ὸ⁮ ​ ― ‚ ῾―ῌ 

     ‚⁭⁴῾–‼΅ ₀  ‍ ” ‚–΅―  

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

     ↨≤№⅍↔₠╒√ ‚–΅― 

     ↨≤№⅍↔₠╒√‚–΅― 

 

 【関係団体等との連携】 

₈  

  ṷ  14 00 15 10 

  ṷ   

  ṷ   

  ṷ  

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║ ” ‚–΅―  

ₐ  

  ṷ  15 30 16 20 

  ṷ   

  ṷ   
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  ṷ  

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║ ” ‹ Ὸ ∑≤└Ω₉₈” ‚–΅― 

 
 ２ 小・中学校教員へのアンケート調査の実施 
 

  

‚⁭⁴Ή ῌ” ‗᾿ ‗ ” ₀ ‫ ‹Ή

↨≤№⅍↔₠╒√ῌ” ₀  ᾿ ‚⁭⁴ ” ”

⁞ ” ” ⁯ ₀  ⁴‍‼” ‗ ⁴῀ 

 

   

 

↨≤№⅍↔₠╒√”∟℮⌂ ₀  ―΅⁴ ᾿ ᾿

║ ‚ῷ῾⁴ ” ” ║ ”  

  ║            

  ║      ›–       

  ║ ║       

                  

  

₈  • ‭ ‚ ‚–΅―  

ₐ  

   ṷ ᾿ Ῥ―  

   ṷ Ῥ― ₈└₨╒⅍ •  

ₒ ‴‖  

’  

  ║ ‚⁭⁴ ” ‚–΅― 

  ║ ‚⁭⁴ ” ║ ‚–΅― 

  ║ ” ₀  ‍ ’ ” ‚–΅― 

  • „ p. ‚  

 
 ３ 企業へのアンケート調査の実施 
 

  

‚⁭⁴ Ή ῌ‚  ⁴ ₀  ⁴‗‗‾‚᾿

”↨≤№⅍↔₠╒√ ” ‗’⁴ ₀  ⁴ ‗₀ ‗ 

―₈└₨╒⅍ ₀  ⁴῀ ⁮‚„᾿ ”≥╒↔⌐№⅍₀  ⁴ ‗‚

⁭‒―᾿ ῼ” ‭” ‗↨≤№⅍↔₠╒√” ₀ • ῾⁴῀ 
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₈  

ₐ ‚― ‴‖  

ₒ ’   ‚ῷ῾⁴ ” ‚–΅― 

           ‚ῷ῾⁴ ” ” ‚–΅― 

  ⁭⁯ Ῥ⁯῀ • „ p. ‚  

 

２－４ ネットワークの構築と教育 CSR の普及・PR 
 
 １ 連絡会議の開催 
 

  

”∑≤└Ω₉₈ ”₪╒℮₉⅜╒₿╒‗”

” ₀  ⁴ ‗‚⁭‒―᾿ ”∑≤└Ω₉₈

”₪╒℮₉⅜╒₿╒‗ ↨≤№⅍↔₠╒√”₰₿№↔‗” ₀

‚ ⁴‗‗‾‚᾿∑≤└Ω₉₈ ₀  ‍ ‚ ⁴ ”

║ ‚⁭‒―᾿⁭⁯ ῼ” ║ ║ ‚⁭⁴ ₀   ‗

₀ ‗ ⁴῀ 

  

  ṷ  10 30 15 45 

  ṷ  ₲└₿╒ 

  ṷ  ∑≤└Ω₉₈ ₲└₿╒ ᾿∑≤└Ω₉₈  

       ↨≤№⅍↔₠╒√ ₰₿№↔║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

  ṷ ῲ‏ ↨≤№⅍↔₠╒√  

  ṷ   

   ║ •₀ Ὸ  ᾿ ↨≤№⅍↔

₠╒√” ‚  ⁴  

   ║ ↨⌠₧≤√ 

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒ ש ║  

     ∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒   

           

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

  ṷ ₈└₨╒⅍” ͔p. ‚  
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２ 教育 CSR に関する学習会 
 

  

” ᾿₤∩≥₈ ᾿ —ῼ⁯’‘₀Ω╒∕‚ ‍─╒₦₮≡№↨

‚ῷ΅―᾿ ↨≤№⅍↔₠╒√” ₀  ⁴‗‗‾‚᾿

Ό ” ₀   ᾿ —ῼ⁯‚–’Ό⁴ ‗₀ ‗‗‾‚ ῴ᾿

₀  ⁴῀ 

  

₈  ⁄‮⁯  

  ṷ  18 00 20 00 

  ṷ  ΅ ΅” –Ό⁴  

  ṷ  ” ῷ  ║∑≤└Ω₉₈‚ ”Ῥ⁴   

       ║ ║ ║ ” ║  

  ṷ  

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║ ῷ  ᾿∑≤└Ω₉₈ ᾿ ↨≤№⅍↔₠╒√‚–΅― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ⁄‮⁯              ⁄‮⁯  

 

ₐ  ⁄‮⁯  

  ṷ  10 00 12 00 

  ṷ  ›–  ‴΅  

  ṷ  ” ‚ ”Ῥ⁴  

       ║ ║  

  ṷ  

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║↔≥╒⅍╒₦Ή ” ‚–΅―ῌ 
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ₒ  ⁄‮⁯  

  ṷ  10 00 12 00 

  ṷ   

  ṷ  —ῼ⁯‚ ”Ῥ⁴  

       ║ ║ ║ ” ║  

  ṷ  

  ṷ   

   ║↔≥╒⅍╒₦ 

    ↔₇₮≥Ω╒₿╒ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔  

ₔ ‗”  

  ṷ  15 00 17 00 

  ṷ   

  ṷ   

  ṷ  

  ṷ   

   ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

   ║ ║ ”  

   ║ ”₤∩≥₈ ‚ ⁴ ‚–΅―  

 
 ３ 青森県教育支援プラットフォーム周知用リーフレット作成 
 

  

↨≤№⅍↔₠╒√” ₀ ‗ ‍≥╒↔⌐№⅍₀  ᾿

᾿ ᾿ • ‚  ⁴ ‗‚⁭‒―᾿

↨≤№⅍↔₠╒√₀ ‚  ―​” ₀ ⁴‗‗

‾‚᾿ ” ₀  ᾿ ₀  ⁴‾”‖Ῥ⁴῀ 

   

  ” ᾿ ↨≤№⅍↔₠╒√”  

        ” ᾿ ”⅜№⅍─╒₦ 

   ᾿ ║ ᾿ ᾿ ∑≤└Ω

₉₈ ᾿ ᾿ ᾿   
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第３章 各地区実行委員会モデル事業 
 

３－１ 上北地区実行委員会 
 

῏ ῐ 

 Ό ‗’⁯᾿ ‚  ⁴ ₀ ‚  

 ⁴ ‗₀ ‚᾿ ‗ ₀ • ῾⁴ ‹‗ ―∑≤└Ω₉₈₰₿№↔

”Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ” ‚  ᾿₰₿№↔ ᾿ ”

• ”⅔╒₱‚  ⁴ ᾿₰₿№↔”₪╒℮₉⅜╒⅍‚⁭⁴ ” ”

’‘₀ ῲ ‗‖᾿ ” ⁞ ‚ ‗ ₀΅‍‎Ὼ᾿Ῥ⁴ ”

₀ ⁴ ‗Ό‖Ὼ‍῀ Ὸ ’Ό⁮᾿ ‚ ‾ ΅ ‭” ᾿

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗ ‗” ” ’‘Ό ‗’‒‍῀ 

 „⁭⁯ ῼ” ‚ῷ΅― ↨≤№⅍↔₠╒√ῌΌ  ⁵⁴᾿ῼ‮

” ‚–΅―” ₀  ⁴‗‗‾‚᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔₀  ––᾿​

” ₀ ‚ ᾿ ῼ” ₀  ⁴ ‗‚ ‚ ⁯ › ‗Ό ‗

ῴ⁴῀ 

 

１ 背景（経緯）及び趣旨 
 

  ” ” ⁞᾿ ” ᾿ ” ” ’‘᾿

₀  ― ‚ ⁯ ›Ὼ‮ ‚  ᾿ ” Ό ‚

῾― ‚ ⁯ › ‗Ό ‼⁮⁵―΅⁴῀‴‍᾿​”⁭ῲ’ ” ‚–΅

―᾿ ₀  ⁴ ║ ║ ║ ║ ║ Ό  ―΅ῼ

Ή ‹—ῼ⁯ῌΌ ‗ ⁵―΅⁴῀ 

   ”⁭ῲ’ ᾿ ‚ῷ΅―„ ₀  ⁴ „

‖Ῥ⁯᾿‰Ὸ” „ ⁞ Ό₩₰⅍Ω₉╒℅∩╒”₲№Ω₉└

₧⁞ ‚  ⁴ ₀ ‒―΅⁴ ‚Ῥ⁴῀‴‍᾿ ⁵⁮₀  ⁴‍‼”

Ή ‹—ῼ⁯ῌΌ  ―΅’΅ ‚Ῥ⁴῀ 

   ”‍‼᾿ ‖„᾿ ‚ ₀ Ὼ᾿ ” ⁞᾿

₀  ⁴ ‴ ‴’ ” ‚⁭⁴ ” ‚ ῾᾿

” ₀ – ║ ║ ’‘” ₀΅‍‎Ὼ’Ό⁮᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№

↔ ” ₔ└₯└₀‾–Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ₀  ⁴ ‗‖ ”

” ‚  ⁴‾”‖Ῥ⁴῀ 

 

２ 企画・計画の概要 
 

↨≤№⅍↔₠╒√  

 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  
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∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

” • ”⅔╒₱‚  ⁴ ”  

↨≤№⅍↔₠╒√”  

↨≤№⅍↔₠╒√ ”⅜№⅍─╒₦”  

 

３ 組織 
 

  

     ║  

1    Ωₐ₦₡↔‹ ⁸  

2     

3       

4       

5       

6       

7       
 

 

   158  0176- 50- 7777 

        Ωₐ₦₡↔‹ ⁸₧⌂╒↨ 

   ”  

᾿ Ό ‚ ‍ ―Ὼ‍ ₀ ῼ ‚

 ⁴‗‗‾‚ Ή̓ ῌ‗Ή ῌ₀Ω╒∕‚᾿ ₀ ῲ Ό‏‍‾‘  ‹

’Ό⁮᾿  ⁴ ᾿  ⁴ ᾿  ⁴ ₀ › ‗₀ ‗ ― ₀

 ―΅⁴῀ ” ‚⁭⁯᾿Ωₐ₦₡↔‹ ⁸₧⌂╒↨

Ό ⁵₀  ―΅⁴῀ ‗ ― ΅ ₀ ῾ ⁵⁴‗ ‚᾿₈ₒ⅍

≥╒℅ ₀ ‗ ‍ ₮≡╒║ ” ₀  ⁴

’‘᾿ ‚  ‍ ₀  ―΅⁴῀ 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

   ᾿ Ό  ―ῷ⁯᾿ ⁵‴‖” „ ”‗ῷ⁯

‖Ῥ⁴῀ 

ר    ῀ ₢ₒ└₲≤╒  

ש ΅ ”‰‰ῴ‹↨⌠℮≈╒₰ €↕∕⅜╒₯∩╒ 

ת ᾿∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒  

װ ᾿∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒  

 

４ 実践結果の概要 
 

’  
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  ₈ ₀  

 ₐ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

 ₒ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‭”   

 ₔ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

   ” ₀  ‍ ᾿ ∑≤└Ω₉₈ Ή̓ ⁄‮

⁯ ᾘ ‗₰₿№↔” ᾿₪╒℮₉⅜╒₿╒

᾿₰₤⌂₈№↨ ᾿ ‗”∙╒Ω₉└₧‚ ῀ 

  ₡ ”⅔╒₱‚  ⁴ ”  

      

 ₢ ↨≤№⅍↔₠╒√”  

Ήר ” ₀ ῴ⁴ ” ῌ─╒₦₮≡↨  

᾿    

      

 

 

 

 

 

 

 

ש    ’ Ή ῌ₪╒℮₉⅜╒⅍  

    ᾿  

     ₦≤₰  

ת    ’ Ή —ῼ⁯ῌ₪╒℮₉⅜╒⅍  

      Ῥ´⁯”    

     ₦≤₰  

װ    Ή ” ῌ₪╒℮₉⅜╒⅍  

       

     ₦≤₰  

 

 

 

 

 

 

  Ή ῌ     Ή —ῼ⁯ῌ       Ή ” ῌ 

  ₤ ​”  

ר    ↨⌠₧≤√  
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16:00 20:00  

ש    ₪╒℮₉⅜╒₿╒↔₠╒≤√  

10:00 16:30  

−ₐ└⅍║  

  ₈ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔  

‗ ―᾿ ║ ₪╒℮₉⅜╒₿╒║∕⅓╒ ║

⁭⁯​⁵‌⁵” Ὸ⁮ ’ ₀ ―΅‍‎ῼ‗‗‾‚᾿∑≤

└Ω₉₈₰₿№↔ ”₪∙≈⅔₨╒₮≡└ ‾ “‍ ₀ ―” ‚

⁯ ⁵‍῀‴‍᾿ ‗₰₿№↔” ⁞ ‗”∙╒Ω₉└

₧₀  ⁴ ‗‖᾿ ‚ ⁯ › ” ⁞᾿ ” ᾿∑≤└Ω

₉₈₰₿№↔” ‚  ⁴ ⁞᾿⁞⁮ ⁵ ₀ ⁯ ῲ ‗‚ ‼‍῀ 

  ₐ ”⅔╒₱‚  ⁴ ”  

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚⁭⁴ ₀ ‚ ῲ‍‼᾿ ‚–΅―᾿

 ⁵‍℮₭ₐ└₀ ῀ ‗ ―Ή ῌ”

₀  ⁴ ‗‗ ‍῀ 

ₒ ↨≤№⅍↔₠╒√”  

║ ⁞ ” ║ ₀ ‚ ⁴‍‼᾿←₴₪└‖”↔≥

╒∞╒⌂₀  ᾿ ⁮⁵‍∞└ↄ╒‎῾‖ ‖Ὼ⁴₧⌂╒↨ ║℮₉₰₢

№₮≡└║↔₇ₐ⌂” Ό ’ₒₓ↕∆╒₯” ₀ ΅᾿∑≤└Ω₉₈₰

₿№↔ ”⅜№⅍─╒₦ ₀  ‍῀ 

᾿ ‚’Ὸ‒‍Ή ” ₀ ῴ⁴ ” ῌ─╒₦₮≡↨₀

 ‍ ‗‖᾿ ”  ₀  ⁴‗‗‾‚᾿ ” ‚–΅

―” ⁯ ₀ ῴ⁴ ‗’‒‍῀ ” Ό  ⁵―ῷ⁮ ᾿

‖” Ό₰√╒₱‚’‒―΅’΅῀ ₀ –”‖„’ῼ᾿ ⁮᾿

‚ ₀ ’῾⁵‟’⁮’΅῀  

​”  

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ’‘᾿ ⁞ ” ΅‚–΅

―‾  ⁴ ΌῬ⁴῀ 

 

５ 成果と課題 
 

 

  ₈   

    ᾿ ” ῀ 

  ₐ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

    ” ‹᾿ Ό ₀ ῾ Ὸ⁮

” ₀ ῾  

  ₒ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  
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    ” ₀ ᾿ ᾿ ∑≤└Ω₉₈ ‚ ῀ 

  ₔ ”⅔╒₱‚  ⁴ ”  

    ₀ ᾿⅔╒₱‚  ⁴ ₀ ῀ ” ₀

῾ ₀  

  ₡ ↨≤№⅍↔₠╒√”  

    ”₪╒℮₉⅜╒⅍‚⁭⁴─╒₦₮≡№↨” ᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”

₪╒℮₉⅜╒⅍‚⁭⁯ ‚― ” ₀  

  ₢ ​”  

    ↨⌠₧≤√ • ₪╒℮₉⅜╒₿╒↔₠╒≤√  

    ║ ║ Ό ⁯ ₁‖΅⁴ ” ⁞ ₀ ᾿

” ⁞ ║ ” ₀  

⁭⁯   ⁴ ΌῬ⁴  

₈ ║ ⁞ ‭”  

ₐ ║ ‭” ” • ” ⁯    

ₒ ║ Ό ‖Ὼ⁴↨⌠₧≤√∞⅔≈╒”  

ₔ ║ ║ ║ ║ ∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒║↨≤№

⅍↔₠╒√ Ό ‚  ᾿ ‖Ὼ⁴ ”  

₡ ∏╒√∆╒₯⁞ ‴ ‴’ ”  

₢ ” ‗’⁴∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

₤ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”₰₤⌂₈№↨₀  ‍ ”  

₦ ₀ ›₰₿№↔ ”₪∙≈⅔₨╒₮≡└₀ ‚ ⁴  

₨ ₤∩≥₈ ₀  ―΅⁴ ” ‗”  

₪ ‚ ῼ” ₀  

 

６ 考察・評価 
 

  „᾿ ” Ό ⁭⁯ ῼ’‒‍ ‗‖ ‍‎ ΅

‗’‒‍Ό᾿΅ῼ–Ὸ” ” ‖᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” Ό  ᾿

 Ὼ‮ ’‘₀ ‖Ὼ‍ ‗„᾿ Ὼ’ ‖Ῥ‒‍῀ 

  „᾿⁭⁯ ῼ” ‚ῷ΅―Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌΌ  ⁵⁴᾿ῼ‮

║ ⁞ ‭” ‚ ₀ ᾿‗ ”⁶₁‏‾„‗ ⁵⁴ ∏╒

√∆╒₯” ₀ › ‴ ‴’ ₀ ΅᾿ ” ‚–΅― ₀

⁴ ΌῬ⁴῀ 

  ‴‍᾿ ” ‗’⁴∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‚ ‼᾿ ” ⁯₀’ῼ

 ᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό ‗  ⁴ ‗Ό’΅ ₀ ⁴‗‗‾‚᾿ ₀

›₰₿№↔ ”₪∙≈⅔₨╒₮≡└₀ ‚ ⁴ ‾ ‖Ῥ⁴῀ 

   ⁮‚„᾿₤∩≥₈ ₀  ―΅⁴ ‗‾ ₀ ⁯’Ό⁮᾿

‚ ῼ” ‚ ⁯ › ‗Ό ‗ ῴ⁴῀ 
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３－２ 下北地区実行委員会 
 

῏ ῐ 

 ║ ’‘” ΅ ” ║ ₀᾿ ” ║ ‗ Ό Ὸ–

‚    ―΅ῼ ‹‖Ῥ⁴Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ—ῼ⁯₀ ‗ 

⁴῀ ⁵‚„ ”₤∩≥₈ ” ᾿ ’‘” ” ‾

 ⁵⁴῀ 

‏   ” ‗’⁴ „᾿ ” —ῼ⁯‚ ₀ ΅― ₀ ‒‍῀ 

 ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‗  

 ║ ‚⁭⁴ ‚  ―”  

 ” ⁞ ║ ”Ή↨≤№⅍↔₠╒√ῌ‚  ⁴ ”  

 ᾿ ‖ ₀  ↨≤№⅍↔₠╒√₀   ―΅ῼ‚„᾿ ‏  

‚Ῥ⁴ ” ᾿ „᾿ • ” ⁞ ‗” ’ ₀ ⁯

’Ό⁮᾿ ’⁴ ’  ₀ ―΅ῼ ΌῬ⁴῀‴‍᾿ ‗ Ό

‚ ‼―΅⁴⅔╒₱₀  ᾿​⁵‚ ῴ―΅ῼ‍‼‚᾿ „ ” ₀ ΅

 ⁴ ₀ ῼ ῾’Ό⁮᾿ ‚ ”Ῥ⁴ ║ ” ‹—ῼ⁯₀ ‹᾿​

⁵‚  ‍₰₿№↔” ∕⅔≈₈⌂” ₀ ῲ ΌῬ⁴῀ ‗’⁴

„᾿ ’⁮‖„”↨≤№⅍↔₠╒√” ₰₿ₐ⌂” ‚ ‼―΅Ὼ‍΅῀ 

 

１ 背景（経緯）及び趣旨 
 

  ⁵‴‖ ‖„ ‚⁭⁴ ∑≤└Ω₉₈⁞₤∩≥₈ ”

Ό ⁸⁵―Ὼ―΅⁴Ό᾿ ‚ῷ΅―„ ⁞ ║ „ ‼― ⁮

⁵―ῷ⁯᾿‗⁯⁸῾ ║ ║ ║ ‚⁭⁴ „ ‖Ῥ⁴‗

„ ΅ ΅῀​” ‗ ―᾿ ║ ᾿ ║ Ό ‚‾  ―

 ΅ ‚Ῥ⁴ ‚ῷ΅―„᾿ ║ ║ ‖ ”Ῥ⁴ ║

” Ό ‼― ⁮⁵―΅⁴ ‗᾿ ” ‚  ⁴ ᾿ Ό  ―

΅ ‗᾿ ⁮” ‗ ―” ‚ ΅―΅’΅ ‗᾿‴‍ ‚ῷ΅―„

‚  ⁴ ‚–΅―” Ό  ―΅⁴ ‗᾿ ⁮‚ ‗ ₀

• ῾⁴ ‹Ό  ⁵―΅’΅ ‗’‘Ό  ⁮⁵⁴‖Ῥ⁶ῲ῀ 

 ​ ‖᾿ ‖„᾿ ” ‚ ‒‍ ‖ ₀  ⁴‗

‗‾‚᾿ ‗ ₀ • ῾⁴ ‹‗ ―∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ ” ₔ└

₯└₀‾–Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ” ”‍‼᾿ ” ” ᾿

║ ” ‗  ’Ό⁮ ” ₀ ῲ ‗‗ ‍῀ 

 

２ 企画・計画の概要 
 

”  

 ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‚–΅―  ∑≤└Ω₉₈₰



 

- 25 - 

₿№↔” ‚–΅―  ” • ”⅔╒₱‚  ⁴ ”

‚–΅―  ↨≤№⅍↔₠╒√” ‚–΅―  ”

• ᾿ ‗” ‚–΅― 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ῀ ᾿  

” • ”⅔╒₱‚  ⁴ ”  

↨≤№⅍↔₠╒√”  

᾿∕№℅└₧  ” ‚⁭⁴ ”  

↨≤№⅍↔₠╒√ ”⅜№⅍─╒₦”  

₪╒℮₉⅜╒₿╒  

 

３ 組織 
 

 

 
    ║  

1   ›– ‗ ‪⁵Ῥ΅   

2    ›–  ‴΅   

3     ›–   

4       

5       

6     ›–   

7     ›–   
 

›– ‗ ‪⁵Ῥ΅  

  ₈ ›– ‗ ‪⁵Ῥ΅ ”  

⁭⁯  ⁵‍›– ”  

Ὸ⁮ ‚⁭⁯᾿ ₮ₓ⌂↔₠⌐₰⅍ Ό

 ―΅⁴῀  „ ” ‖Ῥ⁯᾿‴‍

₮ₓ⌂↔₠⌐₰⅍ ” ‖Ῥ⁴῀ 

’ῷ᾿ Ό ” ⁭⁯ ⁵‍‗ ⁶‚Ῥ⁴‍‼᾿ ᾿

” ₀ ῴ᾿ ‚Ῥ⁴›–  ‴΅  Ό

₀ ‗ ―΅⁴῀ 

  ₐ ” ‗ ―᾿ ” ΌῬ⁯᾿ ⁞ ”

Ὸ⁮ ‘‾‴‖₀ ‚ ᾿ ᾿ ’‘₀ ῲ‰Ὸ᾿

 ‴ ‴’ ⁞ ᾿ ᾿ ᾿ ’‘‗  ᾿ ‚ ⁸⁴

₀ ‒―΅⁴῀ 

 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

  ₈ ‚   ‚ ₀  ‍‰Ὸ᾿ ‚ ’‘‭
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” ΌῬ⁴ ⁞ ‭” •Ὸ῾₀ ΅᾿∑≤└Ω₉₈” ᾿

’‘”ↄ≤└₰₀ ⁴⁭ῲ ‼‍῀ 

  ₐ ‴‒‍∑≤└Ω₉₈∞└ↄ╒„ ‖᾿ ᾿ ῀ 

    „᾿ Ὸ⁮  

    „᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ’‘‖᾿

᾿ ║ ᾿ ⁯ ᾿ ’‘₀  ―

” ‚ ₀ ‒― ‚ ⁸‒―΅⁴ ῃῸ⁮’⁴῀ 

 

４ 実践結果の概要 
 

’  

  ₈ ‚ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗  

  ₐ ℅≤₮  

  ₒ ║ ῾₈└₨╒⅍ ” ‗ ‚⁭⁴ Ὼ ⁯ ”  

  ₔ ᾿ ᾿ •∑≤└Ω₉₈‚⁭⁴ ”  

  ₡ ≠∞₪₪↔ₓ₰₿ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗  

    ͨ≠∞₪₪↔ₓ₰₿ —ῼ⁯ ℅╒√‚⁭⁴₤∩≥₈

”‍‼” ῀ ” ᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ᾿₰−

╒℗ₐ└₰⅍≤₦₿╒’‘ ‴ ‴’ ” ‚⁭⁴ ‘‾ ῾”⅍╒

₦‗ ”ₐ∂└⅍ 

 

−ₐ└⅍║ ” ‚  

  ₈ ‚⁸‍‒―↨≤№⅍↔₠╒√Ό ║  ―΅ῼ‍‼‚„᾿ ” Ό

Ὼ⁴∑⅍√₈№↨” Ό ‴ ῼ᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” Ό

‗ ῴ⁴῀ ”‍‼᾿ ‏   ” „ ” —ῼ⁯‚ ‾

₀ Ὼ᾿↨≤№⅍↔₠╒√” ⁞ ’ ᾿ ‖” ’‘‚–

΅―   ΅᾿ ‗∑≤└Ω₉₈᾿∑≤└Ω₉₈ ” ‗᾿ ”

‚ ‼‍῀  

  ₐ ║ ⁞ ᾿ ‚↨≤№⅍↔₠╒√₀  ᾿ ” Ὼ ⁯ ’

‘” ₀ ‚ ⁴‍‼‚᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗‗‾‚℅≤₮” ₀

‒‍῀ ” ᾿ ”⌠₫∕╒₦‾–ῼ‒‍Ό᾿ ”℅≤₮”

₀  ―∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗ ΌΉ ”↨≤№⅍↔₠╒√ῌ‚–΅―”

₀ ‼⁴‗‗‾‚ Ή̓ ῴ ῌ‖„’ῼ ⁮‖–ῼ‒―΅ῼ ᾿ ” ᾿

‖Ῥ⁴‗΅ῲ ₀ ‼⁴ ‗‾ ΅‗ ‍῀ 

  ₒ ”₈└₨╒⅍ ₀‾‗‚᾿ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό  ⁴

„ ‴ ‴’ ₀ ⁮  Ὼ ⁯₀ ‒‍῀‴‍᾿​⁵₀₰₿№↔ ‖  

⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴⁭ῲ‚ ” ‖ ║ ║ ₀

‒‍῀ 
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    ’ῷ᾿ ”∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‚⁭⁴ Ὼ ⁯ „᾿ ║

Ό ⁮⁵‍Ό᾿ „ ”‗ῷ⁯‖Ῥ⁴῀ 

    ” ‖᾿ ‚ ₀ ῲ ‚ ⁵‍”„ Ὸ⁮‖Ῥ⁴Ό᾿ 

ר      ║ ‭”₈└₨╒⅍” „᾿ ” ” ‗ ’‒―΅‍῀ 

      ‚ ΅₀ ⁴ ‗₀ ῾᾿ ‚ ‒ῼ⁯‗ ⁯ ‹᾿

’ ” ₀   ‗‗ ‍῀ ‚⁭⁴῀  

ש      ‭”₈└₨╒⅍„᾿ ‭”₈└₨╒⅍‗ ‚᾿ Ό ‚ ‒―

΅‍”‖᾿​⁵‗” ₀ ῾‍ ‗᾿​ ―⁞„⁯ ‾ ”

‖Ῥ‒‍‍‼᾿ ” ” ‗” “ ΅Ὸ⁮᾿ ‒‍῀ 

      Ὸ⁮„᾿ ” ‖„₰₤╒ ’‘” Ό ῼ ‒―

ῷ⁯᾿  ‍ Ὼ ⁯ ‚„ Ό  ’΅῀ 

” ת      ” ” Ὸ⁮∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” Ό  ⁵⁴

‍‼᾿ Ό  ‗ ⁮⁵⁴῀ ‖„ „ ‚ ⁴ ‗‚

’⁴Ό᾿ ” „ ” Ό ΅῀ ₰₿№↔” „ ‚

Ό  ⁵⁴  

װ      ₀ ‴ῴ᾿ „ ₀ ⁯᾿ ” ’ ⁞

‭” ᾿ Ὼ ⁯ ”‍‼” ” ‗ ῴ― ‒‍῀ 

  ₔ ║ ⁞ ‭” Ό ‖Ῥ‒‍‍‼᾿​⁵₀ ῲ ‗Ὸ⁮‾

‗ ᾿​ ― ║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔₀ ῴ‍ ‚⁭

⁴ ₀ ‒‍῀ ”⅔╒₱᾿ ” ΅’‘” ₀ ⁴ ‗Ό

‖Ὼ᾿ ” ” ‗’‒‍῀ 

᾿‏⁸’      Ό ‚ ‒― ” ‚ῷ῾⁴ ₀ ‚

› ‖᾿ „ ’ ” ‚ῷ΅― ₀ ῴ―΅‍ ‗Ό᾿ ⁵‴

‖ Ό ‖’Ὸ‒‍ Ὼ’ ‖Ῥ⁴ ‗Ό ⁮Ὸ‗’‒‍῀ ᾿

” ₀ ⁮Ὸ‚ ᾿ ₀ ᾿  ―΅ῼ Ό ↨≤№⅍↔

₠╒√‚ ‼⁮⁵⁴ ‗‚’⁴῀ 

  ₡ ›–  ‴΅ ‖ ‚  ⁵‍≠∞₪₪↔ₓ₰₿‚᾿ ‗∑≤

└Ω₉₈₰₿№↔Ό  ᾿↨≤№⅍↔₠╒√” ₀ ‒‍῀ 

 

５ 成果と課題（今後の取組） 
 

 

  ₈ ∑≤└Ω₉₈↔₿№↔ ” ῀ 

  ₐ ↨≤№⅍↔₠╒√ ” —ῼ⁯῀ 

  ₒ ║ ‭”∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚⁭⁴ Ὼ ⁯  ῀ 

  ₔ ‗ ‚⁭⁴ ”Ῥ⁯ ‚  ⁴ ῀ 

 

”  

  ₈ Ό ‚ ‗ ―΅⁴ ”⅔╒₱” ῀ 
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  ₐ ║ ‭” ” ᾿ • ” ⁯   ῀ 

  ₒ ║ ” ‖Ὼ⁴ ” ῀ 

  ₔ ‚  ⁴ ║ Ό ‖Ὼ⁴ ↨⌠₧≤√” ῀ 

  ₡ ‗ ₀ ᾿  ᾿ ‚ ₀ ῲ῀ 

  ₢ ‴‖” ₀  ᾿ ₀ ‼᾿ ‖ ’ ‹—ῼ⁯₀ ῲ῀ 

  ‴‍᾿ ‚–΅―‾  ― ‒―΅ῼ  

  ₈ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ῀ 

  ₐ ” ᾿ ∕⅔≈₈⌂’‘” ⁞ ” ₀ ⁯᾿

 ‍ ‗ ―  ―΅ῼ‍‼” ₀ ‼⁴῀ 

  ₒ  ‴ ‴’ ₀‗⁮ῴ― ”₪╒℮₉⅜╒⅍ ” ₀

ῲ῀ 

  ₔ ‗ ║ ’‘ ” ” ₀ ‚ ῾⁴῀ ῴ‟᾿

‗ ῾” ║ ₀ ‚  ⁴’‘῀ 

  ₡ ”  ⁴ ⁞ Ό ‖Ὼ⁴ ’‘₀  ‍⅔≈╒₰⌐₿

╒₀ ‚ ║  ᾿ ᾿ ᾿ ‭” ₀ ⁴῀ 

 

６ 考察・評価 
 

 ‖„ „᾿ ” —ῼ⁯‚ ₀ ΅‍‍‼᾿ ” „

ῼ᾿ ”‗ῷ⁯‚„΅Ὸ’Ὸ‒‍‗΅ῴ⁴῀ Ὸ ᾿ ‚⁸‍‒―↨≤№⅍↔

₠╒√Ό  ―  ᾿​” ₀ ‍ ―΅ῼ‍‼‚„᾿ ’↨⌠₲₰‗ ῴ

⁴῀ 

 ᾿ ‚ Ὼῼ Ὼ   ‗Ό ‚’‒‍‗ ⁸⁵⁴Ό᾿ ”

” ‖ ” ‚’⁴‗ ⁸⁵⁴”„ ” ‖Ῥ⁴  

‗↔№Ω₉₈₰₿└≥∑ר  ‗” ” ₀ ῼ ῾᾿ •

” ₀ ‒‍ ‗῀ 

᾿Ω₉₈₰₿№↔Ό└≥∑ש  ↨≤№⅍↔₠╒√”℅≤₮⁞₈└₨╒⅍”

‚–΅―” ᾿ • ₀ ‚  ⁴ ₀‗‒‍ ‗῀ 

  ”⁭ῲ’ ₀ ῲ ᾿ ῃ‚ ― ’‘” ⁞ ”

Ὸ⁮” ₀ ῾― ῼ⅍№↨⃰ₒ└ Ό ‗’⁴ ‗Ό ΅”‖„’΅‎⁶ῲῸ῀

 Ὸ ᾿ ” „ „ ΅Ό᾿ ῴ‟ ” Ό  ᾿ ⁞⅍№↨”

₀ ⁵‍ ‚  ―΅ῼ‗ ⁸⁵⁴῀↨≤№⅍↔₠╒

√Ό  ―΅ῼ‚„᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ὸ⁮”∑⅍√

₈№↨‖ ΅―΅ῼ ‗Ό ‴ ΅῀ 

 

７ 参考資料  

 

           当地区で作成したＰＲ促進用チラシ 
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３－３ 西北・中南地区実行委員会 

 

῏ ῐ 

 Ή ´⁴‹‖ ‘‾₀ › ῌ” ₀‼  ―᾿ ⁞ ᾿ Ό

 ―΅⁴ ’ ⁞ ₀᾿ ‚ ‘‾” ‚ ⁸‒―΅⁴ ║ ║

⁞ ║ ᾿ ⁞ ” ‚ ‖Ὼ⁴⁭ῲ ₀ 

―΅ῼ‾”‖Ῥ⁴῀ 

 ” ‗ ―„᾿ ║ ↨≤№⅍↔₠╒√₀  ᾿ ”

‚ῷ΅―∑≤└Ω₉₈₰₿№↔₀  ᾿ ₀  ⁴ ‗‚⁭‒― ”

’‘‚–΅― ₀ ⁴῀​”∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό᾿ ”⅔╒₱⁞

•‚ ⁞ Ό – ₀  ᾿ ‍’ ↨⌠₧≤√₀ ᾿  

⁴’‘”₪╒℮₉⅜╒₿╒‗ ―” ₀ ῲ ‖Ῥ⁴῀ 

 ‍‎᾿  ⁴ₔ≥₈Ό ‚⁸‍⁴‍‼᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔₀⁭⁯ ῼ

 ⁴‗‗‾‚᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ ” ”–’Ό⁯₀  ⁴‍‼‚‾᾿

₀  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 

１ 背景（経緯）及び趣旨 
 

  ᾿ ⁞ ᾿ ⁞ ” ’‘₀ ‚᾿ ⁞

’–’Ό⁯Ό  ᾿ ⁞ ‚ῷ῾⁴ ” Ό  ⁵―΅⁴῀‴‍᾿

΅ ‼⁞ ᾿⅜№⅍ ⁞ ” ’‘” ‚ ⁴ ᾿ ⁮‚„᾿

⁞ ║ₔ⅜⌂₥╒ ’‘ ῼ”  ΅ ‚  ―΅⁴῀ 

  ║ ” ‚ῷ΅―„᾿‰‗₁‘” ║ Ό ∑≤└Ω

₉₈” ‚⁭⁴ ‗ ” ‚⁭⁴ ₀  ―΅⁴Ό᾿⁭⁯  

‍ ₀  ⁴‍‼‚„᾿ ⁞ ᾿ Ό  ⁴ ‾  

’Ό⁮᾿ ´⁴‹‖ Ή”‏‍‾‘ ⁞Ὸ’ ῌ₀‏  ⁴ ₀ ⁯  

ΌῬ⁴῀ 

  ║ ‖„᾿ ↨≤№⅍↔₠╒√‚⁭‒― ” ₀‼

  ―΅ῼ‾”‖Ῥ⁴῀ 

ṷ ” ‗ ᾿ ‗ ₀–’Ώ᾿ ‘‾Ό ₀ ⁴‍‼” ‹—ῼ⁯₀ 

‴ ῀ 

ṷ ‘‾” ⁞Ὸ’ ᾿―  ‼₀‏ ’ ” ₀  ―΅Ὼ‴ ῀ 

ṷ ‘‾Ό ₀  ⁴ ₀‏ ―᾿ Ὸ’ —ῼ⁯‚  ‴ ῀ 

 

２ 企画・計画の概要 
 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  
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↨≤№⅍↔₠╒√ ‚  ⁴  

• ”⅔╒₱⁞  

↨≤№⅍↔₠╒√  

”  

 

３ 組織 
 

 

     ║  

   ₲└₿╒  

      

       

    Ὸ’Ώ   

      

     

      

       

    

     

  ͨ • ⁭⁯᾿ ⁞ ᾿ ₀ ῀ 

 

    0172- 32- 1131 255  

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ 

₈ ‚–΅― 

║ ⁞ ∑≤└Ω₉₈᾿ ‚  ⁴ ” •Ὸ῾῀

‴‍᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό ‚ ‚ •Ὸ῾― ₀ ⁞  ῀ 

ₐ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

║ ―€−╒₿╒⁞ ℅╒√” ’‘‗ ―᾿

 

║ ” ⁞ ₈ⅎↄₐ₭╒ 

║  ⁴ ‖ ”  

║ ₦≤↕” ‗ ―᾿ ” ‘‾” —ῼ⁯”  

║ ‘‾ ” ‗ ― ”‏‍‾‘ •” ”  

║ ᾿ ᾿ ‖” ‹ Ὸ   

 

４ 実践結果の概要 
 

’  

₈ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”  

” ‗   ” ᾿‍‎ ᾿ ‚–΅―„
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”  

ṷ  60 Ή₪≤∑ ῌ 

 ῏ ῐ ‗∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗”  

ṷ  

῏ ῐ Ή ₀  ⁴ ⁵Ὸ⁮” Ό ‍  ‗ ῌ 

 Ὸ’Ώ    

 

ₐ ​” ”  

ṷ  

      ” ↨⌠₯ₓ₦⅍ ↨⌠₧≤√  

      ₪╒℮₉⅜╒₿╒↔₠╒≤√2011  

ṷ ∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒  

   ₲└₿╒ 

      Ή ” ‚ ῾―ῌ 

      ∑≤└Ω₉₈₪╒℮₉⅜╒₿╒   

ṷ ₪∙≈⅔Ω₉₰₦╒⌂↔₠╒≤√  

      Ή ₀ ‚᾿‹₁’Ό ῼ⁯₀—‏⁴‴‼  ῌ 

      ‖”  

      ₪∙≈⅔Ω₉╒   

 

ₒ  

ṷ   ₲└₿╒ 

      ” • ”  

ṷ    60 Ή₪≤

∑ ῌ 

      ͨ ‗∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗”  

      ” • ” ‚–΅― 

ṷ    

      ͨ ‗∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗”  

      ↨≤№⅍↔₠╒√ ” ‚–΅― 

ṷ   ₔ⌂√ ∏╒⌂ 

      ↨≤№⅍↔₠╒√ ‚–΅― 

      ↨≤№⅍↔₠╒√ ” ‚–΅― 

ṷ    ₲└₿╒ 

      ↑₈≥└₧ ‚–΅― 

      ‚–΅― 

 

ₔ ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚⁭⁴↑₈≥└₧ • ₪╒℮₉⅜╒⅍  

₧└≤₈↑ר  
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ṷ    ↑₈≥└₧  

ṷ    ↑₈≥└₧  

ṷ    ↑₈≥└₧  

               ↑₈≥└₧  

ṷ    ↑₈≥└₧  

               ↑₈≥└₧  

ש ₪╒℮₉⅜╒⅍  

ṷ   ” ‚⁭⁴ ‚ῷ

῾⁴ ” ‹ Ὸ    

ṷ     ῁ 

ṷ    ῁ 

 

−ₐ└⅍║  

║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ₀  ᾿

​” ‚ ‒‍ ‖” ‚ ‍΅‗

΅ῲ ΅Ὸ⁮᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔

”   ΅” ₀ ῼ ‍⁯᾿∑≤

└Ω₉₈₰₿№↔‗ ‗” ‖

” ₀  ‍⁯ ‍῀ 

║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‚  ⁴

Ό  ―΅‍ ‗Ὸ⁮᾿Ή ₀

 ⁴ ⁵Ὸ⁮” Ό ‍  ‗ ῌ‗΅ῲΩ╒∕‖᾿

‚’Ὸ‒‍ ‚  ⁴ ₀  ‍῀ 

║ ΅ ‖” ΌῬ⁯᾿ Ὸ‾ ”‍‼” ―‾΅⁶΅⁶ ῴ

⁮⁵⁴ ‗Ὸ⁮᾿↨≤№⅍↔₠╒√” ⁞ ” ’‘‚–΅―

᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‖ ₀  ⁴‍‼‚ ₀ Ὸ῾᾿

•∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ ” ‚  ⁴ ” ₀ ‒‍῀ 

║∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚⁭⁴↑₈≥└₧ ₀ ῲ ᾿ ‚  ⁴

⁞ ║ ‭” Ό ₁‖΅’΅‍‼᾿ Ὸ⁮ ‚

⁞ ‚ ‖ ₀  ‍῀‴‍᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔

‚‗‒― ‼―”↑₈≥└₧ ‖ ‎‗΅ῲ ‾Ῥ‒‍”‖᾿ ” ‚

–΅―„ ” ΅‾ “― Ό  ‍῀ 

 

５ 成果と課題（今後の取組） 
 

 

║ ‚⁭⁯᾿ ‚ ‴‒‍∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‖Ῥ⁴‍‼᾿ ‖

”Ῥ⁴ Ό ‴‒‍῀ 

║ „ ‖Ῥ⁯᾿ ₀ Ὸ ― ‗” ₀ ῴ‍Ό᾿ ‖‾



 

- 33 - 

║ ‗ ₀ ― ₀  ―΅Ὼ‍΅‗΅ῲ ΌῬ⁴ ‗Ό

‖Ὼ‍῀ 

║ ‚  ⁴↑₈≥└₧ ₀  ‍ ‗‚⁭‒―᾿ ⁞“⁮΅” ᾿

  ” ’‘‖  ―΅⁴ Ό  ‍῀ 

 

”  

║ ↨≤№⅍↔₠╒√ ‚  ―” Ό ‖’΅”‖᾿ ” ║

” ₀  ‍⁯᾿ ⁞ ‚ ῺῸ῾‍⁯ 

⁴’‘₀ ―  ―΅Ὼ‍΅῀ 

║ ‗∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‗” ” ₀  ᾿↑₈≥└₧ ₀

 ―” ⁞ ₀  ᾿ ’‘₀  ⁴ ‗‚⁭‒― ”

⁞ ‭”↑₈≥└₧ ‭ Ὸ ―΅Ὼ‍΅῀ 

║ ₀ ῴ⁴‗᾿ Ό‖Ὼ⁴ ⁞ ” ‚„ ⁯ΌῬ⁴῀‴‍᾿

⁞ ” Ό᾿ ‚ῷ῾⁴ ‗​´⁸’΅ ‾  

⁵⁴῀ ”⅔╒₱‗ ⁞ ” ₀‘”⁭ῲ‚∕№℅└₧  ⁴

ῸΌ ‖Ῥ⁴῀​”‍‼᾿ ‍‚ ↨⌠₧≤√ ₀ ‏  ⁴Ὸ᾿

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό ” ₀  ⁴‍‼” ₀  ⁴

ΌῬ⁴῀ 

║ • ‚Ῥ⁴ ‭↑₈≥└₧ ₀ ᾿ ‚ῷ῾⁴

₀ ‹’Ό⁮᾿ ↨⌠₧≤√” ‚ ⁯ ‹‍΅῀ 

 

６ 考察・評価 
 

ṷΉ ´⁴‹‖ ‘‾₀ › ῌ” ₀‼  ―᾿ „ ’ ‖

Ῥ⁴‗  ―΅⁴Ό᾿ ‖Ῥ⁴ Ό ‴⁮’΅‴‴‖„᾿ ‒Ὸῼ

‚ ⁯ ‾ῲ‗ ―΅⁴∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‾‏ ῴ―ῼ⁴῀‴‍᾿

 ” „ ΅₰←└‖ ‚  ―΅ῼ ΌῬ⁯᾿ ‚⁸‍‒―

₀ ‖Ὼ⁴ •‚ ₀ ‚  ⁴ ΌῬ⁴῀ 

ṷ ‗ ” ‚⁸‍‒―΅⁴‍‼᾿ ”₰₿№↔ ‖„ ‖Ὼ’

΅῀ ‍‚∑≤└Ω₉₈₰₿№↔₀  ‍ ” ₀  ’῾⁵‟΅῾

’΅῀‴‍᾿ ”–’Ό⁯₀ ‼⁴‍‼” ₀ ῴ⁴ ΌῬ⁴῀ 

ṷ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό₪╒℮₉⅜╒⅍₰₤⌂₀ ‚ ῾᾿ ‴‖ ” ⁞

Ό ‒―Ὼ‍ ₀ ⁸⁯ ⁴ ‗Ό᾿ ⁞ ” ”

₀  ⁴ –” ‖Ῥ⁴Ὸ‾ ⁵’΅Ό᾿ Ό  ₀ ⁴ Ό⁭

⁯ ‖Ῥ⁴‗ ῲ῀⁭⁯ ‚  ”‖Ὼ⁴∕⅔≈₈⌂” ‾ ῴ―‹―

‾ ΅”Ὸ‾ ⁵’΅῀ 
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第４章 成果と課題（今後の取組） 
 

４－１ 教育支援プラットフォームの構築における現状と課題 
 
 １ 拠点施設におけるプラットフォームの運営及び人材育成の現状と課題 

 

 ⁭⁯᾿ ‚ῷ῾⁴ ” ║ ᾿ ‗”₪╒

℮₉⅜╒⅍” ₀ ‚ ↨≤№⅍↔₠╒√ ₀  ᾿ ”

‗’⁴ ” ‗ ₀ ‼―Ὼ‍῀ 

 ₀ ‗ ⁴ ‖„ ᾿›– ₀ ‗ ⁴

‖„›–  ‴΅ •›– ‗ ‪⁵Ῥ΅ ᾿ ⁵⁮” ₀  ―

΅⁴​⁵‌⁵” ‗᾿ ‚⁭⁴ ” ‚ ῾‍ ₀

“―Ὼ‍῀ 

 ᾿ ‗ ₀ › ║ ‚ῷ΅―„᾿ ₀

 ⁴‚Ῥ‍‒―᾿ ‗’⁴ Ό ”‴‴᾿ ” ‖Ῥ⁴

᾿ ” • ₲└₿╒” Ό

‗’‒― ₀ ‼―Ὼ‍῀ 

 

 

 ” ₀ ” ‖Ῥ⁴

Ωₐ₦₡↔‹ ⁸‚ ΅‍῀ ” „ Ή̓ ₀ ῲ Ό‏‍‾‘  ‹

’Ό⁮᾿  ⁴ ᾿  ⁴ ᾿  ⁴ ₀ › ῌ‖Ῥ⁴

‚ῷ΅―᾿ ” ‗‗‾‚ ‘‾₀ ‗ ‍ ⁞─╒₦₮≡

№↨” ᾿ ⁞ ” ῍₈ₒ⅍≥╒℅ ῎” ’‘”

ΌῬ⁯᾿ ‭” ” ‚–΅―” ΅ ΌῬ‒‍῀ ⁮

‚„᾿ ” ”‍‼ ” ₀ Ὼ᾿ ‗ ― ₀  ⁴

₀ ‚ ῴ―΅‍῀ 

  ”⁭ῲ’ ‚ῷ΅―„᾿ ‴ ‴’ ‚  ⁴ Ό ‚ ‴

‒―ῼ⁴‗‗‾‚᾿ ⁵‴‖”⅝ₒ⅞ₒ₀ Ὸ ‍ Ό ‗’⁴ ‗Ὸ⁮᾿

” ₀  ⁴ ‗ ― ‖Ῥ‒‍῀ 

 

 

 ” ₀›– ‗ ‪⁵Ῥ΅ ” ‖Ῥ

⁴ ₮ₓ⌂↔₠⌐₰⅍ ‚ ΅‍῀ ” „᾿ ” ‗‗

‾‚ ‗’⁯᾿›– ” ‗ ― •᾿ •᾿  ⁴ ‗

₀ ‗ ‍᾿ •∑≤└Ω₉₈ ᾿ ᾿₰−╒℗”

• —ῼ⁯ ₀ ῲ ‗₀ ‗ ―  ―Ὼ‍῀​”‍‼᾿

᾿ ↨⌠₧≤√᾿∑≤└Ω₉₈ ’‘” ₀  ― ║

‗  ―Ὼ‍ ₀ ‒―΅⁴῀ ‖᾿›– ‗ ‪⁵Ῥ΅ „›–
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‚Ῥ⁴‍‼᾿ ⁞∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” „›– ‚Ῥ

⁴›–  ‴΅ ₀ ” ‗ ‍῀›–  ‴΅ „›– Ό

‖Ῥ⁯᾿ ” ‗ ― ║ ” ₀ ⁴‗‗

‾‚᾿  ῼ  ―΅⁴‴ Ὸ⁯↨≤₭᾿ₐ∂└⅍ ” ₀  

‍ₐ∂└⅍₀ ₀  ― ῼ  ―΅⁴῀ ₐ∂└⅍‚ῷ΅―„᾿ ║

‴‍„ ‗  ‍ ₀ ║  ―ῷ⁯᾿ ‚  ⁴

ΌῬ‒‍῀ 

 

║  

 ║ ‚ῷ΅―„᾿ ” ‗ ―΅ῼ–Ὸ” ⁞ ”

Ό Ό‒‍Ό᾿ ”₰₿╒⅍ ‚ῷ΅―„᾿ ‚ῷ΅―

₀  ᾿ ₀ ‼⁴ ‖ ‗’⁴ ₀  ―΅ῼ‗΅ῲ ‗‖

‴‒‍῀​”‍‼᾿ ’ ‖‘”⁭ῲ’ ‹₀ ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴Ὸ‗΅ῲ

’ ₀ ‹’Ό⁮ ₀  ―Ὼ‍῀ 

 ​” ᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔₀  ᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ⁞

‗” ₀ ―΅ῼ ‖᾿ ‗’⁴ Ό  ’΅ ‗„᾿

₀‘ ‚  ―΅ῼ”Ὸ᾿ ₀ ⁸ ― ₀ ‍΅‗Ὼ‚‘ ‚ ῾

‟΅΅”Ὸ’‘᾿ ‚ ΌῬ⁴ ‗Ό ⁮Ὸ‗’‒‍῀‴‍᾿ ║ ‗

΅ῲ ‚‴‍Ό⁴ ‗Ό᾿ ᾿ ₀ ‼―΅ῼ‍‼” ‚’‒―΅⁴ 

‗‾ ‗’‒‍῀ 

 

” ‗∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚–΅― 

 ‚ῷ΅―᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ₀ ‍‗ ⁶᾿ ‴ ‴’ Ό

↨≤№⅍↔₠╒√‚  ― ₀ ‒―  ᾿ ‚  ‍῀

„᾿ ” ⁞ ‚  ⁴ₐ∞╒₯’‘Ό ’‒―΅‍Ό᾿ ⁞

₀ “⁴ ‖   – ⁞ ” Ό’ ⁵᾿ ‗ ―  

‼―΅⁴῀ ‚ ‖„᾿ ║ ‚ ” ΌῬ⁯ Ή̓ ‚

Ῥ⁴ ’ ᾿ ”‹’⁮  ₀⅝∟║⅍↑”―‮ ”‏‍‾‘ ‚

‚  ―΅Ὼ‍΅ῌ‗΅ῲ ” ΅₀​⁵‌⁵Ό ‒―ῷ⁯᾿ ” ‗₀

΅‚  ‍ ⁶Ὸ⁮᾿₰₿№↔” ⁞ Ό ‗ ‴‒‍⁭ῲ‚  ⁮

⁵‍῀ ”⁭ῲ’ ” ‹—ῼ⁯₀ ⁴‚Ῥ‍‒―„ ’

₀ ⁴ ‗„ ‴ ῼ’ῼ Ή̓  ⁴ῌ ‗‚ Ὼ₀ ΅― ‼⁴ ‗Ό ‖

Ῥ⁴ ‗Ό ⁮Ὸ‚’‒‍῀ 

 

’ ” ‚–΅― 

 ‚ῷ΅―᾿₰₿№↔”↑₈≥└₧ ’‘‚ ⁴ ‗ ― Ό

 ⁵―΅⁴῀ ᾿ ⁞ ‗” ‚ῸῸ⁴ ” ‚–΅―„᾿

 ―΅’΅῀ ᾿ Ό  ‍ ᾿ ” ₀  ―  ―΅

ῼ‚Ῥ‍‒―„᾿ ⁵⁮” ₀‘”⁭ῲ‚  ―΅ῼῸΌ ‗’⁴῀ 
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 ２ 教育支援活動を受け入れる側（学校）をめぐる現状と課題 
 

” Ό ‗’⁴ ᾿ ‖„ ║

Ό ‚  ᾿​” ‾ ῃ ‚’⁴‗‗‾‚᾿

᾿ ₪╒℮₉⅜╒₿╒᾿ ​⁵‌⁵” ‚  ⁴ Ό

‴‒―Ὼ―΅⁴῀‴‍᾿ ‚  ―΅’΅ ‚ῷ΅―‾᾿

₀ ‗ ‍ ⁞᾿ ” ₀„ ‼ ‚⁭⁴

Ό ₁‚ ⁸⁵―΅⁴῀‴‍᾿ ║ ᾿ ‚ῷ΅―„ ‗ ₀

‫ ‗’⁴ ΅⁸⁫⁴Ή ῌ ‚ ⁞ Ό  ⁵―ῷ

⁯᾿ ‗”←ₐ↨ ‗’‒―΅⁴῀ 

‚⁭⁴ ” ₀  ⁴‍‼‚ Ό  ⁴ ” ║

” ₀ ‚Ή ‚  ⁴₈└₨╒⅍ῌ₀ ‒‍ p.

῀​” ᾿ ⁭⁯ ‚⁭‒― ” ”

” ‚⁭⁴₤∩≥₈ ” Ό ‴‒‍ ‗‚⁭‒―᾿ ‚ῷ΅―‾

‚ῷ῾⁴ Ό ₁‚ ⁸⁵⁴⁭ῲ‚’‒―΅⁴ ‗Ό ⁮Ὸ‚’‒‍῀ 

‴‍᾿ ‚ῷ΅―„᾿ ” ‗ ―Ή ” ῃ” ⁞ ῌΉ

” ῃ” ‚‗‒― ’ ₣₰” ⁞ ” ᾘΉ

‚ῷ῾⁴ • Ὸ⁮ ῃ” ₀ ⁴ ᾘΉ ” ῃ” ῌ‗΅‒

‍ ₀᾿ ⁞ ₀ ― Ό‗ ⁴‮ ” ‚  ⁵―΅⁴῀​”

‍‼᾿ ‗” ║ Ό ‖Ῥ⁯᾿ ‖ ‗” ‚–΅―

‚ ₀ ―  ―Ὼ‍῀ 

 

₈└₨╒⅍ ‚⁭⁴‗᾿ ᾿ ” ₀ ῾‍΅‗ › Ό ║

” Ῥ⁯ Ή̓ ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ”⁭ῲ’ ‹Ό‖Ὼ⁴ ‗₀

› ΌῬ⁴ p.  ᾿ ᾿ ῀ ‖᾿ ‚ ’ ⁞ ‗”

║ ” ΌῬ⁯᾿   ‾ ‴‖ ‚ ₀ ⁞ ‍⁯ ‍’ ⁞

” ₀ ⁴ „’΅‗΅ῲ ‾Ῥ⁴ ῀ Ὸ ’Ό⁮᾿ ‚ῷ΅―„᾿

‚ Ό ⁞ ₀ ‍⁯᾿₩₰⅍Ω₉╒℅∩╒⁞ ₀ ῾ ⁵

‍ ר᾿ ”“⁮΅⁞ ‚ ש᾿΅’⁸ ” ת᾿ Ό

” ‚ ⁸’΅᾿’‘” Ό  ⁵―΅⁴῀ ᾿ ᾿ ῀ 

” ‗„᾿ ‗” ”  ₀ ⁴ Ό ‚‗⁵’΅‴‴  ―΅⁴

₀  ―΅⁴῀ ” ₀ ῾⁴ ‗„᾿ ” ₀ ‼᾿

” ΅ ‚–’Ό⁴’‘”↨≤₰” Ό Ὼ΅‗ ‼––᾿ ‖ ‗

‚ ‏  ⁴ Ό’ῼ᾿‾‒‗ ₀ ‼⁴ ΌῬ⁴‗ Ὸ‒―΅’

Ό⁮᾿ ⁵‴‖ ‖  ―Ὼ‍ ₀ ⁯‚ ‚’⁮‒―  ―΅⁴”Ό

” ‖Ῥ⁴‗ ῴ⁴῀ 

‴‍᾿ ‚ῷ΅―„᾿ Ό  ⁴ ” ₀  

⁴ ‗‚„ ‴ ‴’ ΌῬ⁯᾿ ₀ ⁮ ―  ―΅⁴῀ „

” Ό‖⁴⁭ῲ’ ║ ⁞ ₀  ‍₤∩≥₈ ”↨≤└⁞“⁮΅
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₀ ‒Ὸ⁯‗  ‍ῲῴ‖᾿ר ‗” ⁮’⁴ ║ ש᾿ ‍’ ”

ת᾿ ‗” ’‘” ῼ” ₀  ―΅ῼ ΌῬ⁴῀ 

 
 ３ 学校の教育活動を支援する側（企業等）をめぐる現状と課題 
 

↨≤№⅍↔₠╒√‚  ⁴ ” ₀  ⁴‍‼‚᾿

2,500 ” ‾ › ‚↨≤№⅍↔₠╒√” ≥╒↔⌐№⅍” •

Ή ‚⁭⁴ ‚  ⁴₈└₨╒⅍ῌ₀  ‍ p. ῀​” ᾿

600 Ὸ⁮ ₀ ‍῀ ‚ῷ΅― ” ⁞ ‚  ―

₀ ‒―΅⁴ „᾿ ” ‖Ῥ⁴‗ ῴ⁴῀ 

 ⁵‴‖” ” ‚  ⁴ ║ ” ‚–΅―„ Ή̓ ║  

‍ ‗Ό’΅ῌ‗  ‍ Ό ‖Ῥ⁯᾿​” „ ⁮Ὸ” ⁞ ₀

 ‍ ‗ΌῬ⁯᾿ ‚ῷ῾⁴ ‚⁭⁴ ” ” Ό ⁮Ὸ‚’‒‍

p.  ῀‴‍᾿ ” „Ή ║ ῌ‗Ή

║ ῌ” ‼⁴ Ό ῼ᾿ Ό᾿ ” ⁞ ”ₐ└

₿╒└₮№↨᾿ ” ₀ ῾ ⁵⁴₨╒₰Ό ΅ ‗Ό Ὸ⁴῀ 

Ό ‚ Ὸ῾―΅ῼΉ ῌ₀  ‍ ‗ΌῬ⁴‗  ‍

„ ‚ ‍’΅῀ „᾿ ⁞ ” Ὸ⁮᾿ ‚ ―‾⁮ῲ ║

₀ › Ό ῼ᾿ ”⁭ῲ’ ”⅔╒₱₀ ’ ‚ •–῾⁮⁵⁴⁭ῲ

‚ ‚ ῴ⁴ ₀ ῴ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

” ” ⁞ ” ‚–΅―„ Ή̓  ―΅⁴᾿ ‾ ᾘ

Ή „ ―΅’΅Ό᾿ ᾿ ⁯ ‹‍΅ᾘΉ ₀ ⁴ Ῥ⁴ΌΌ‘ῲ„‏

 ‍⁮⁭΅”Ὸ Ὸ⁮’΅ῌ‗  ⁴ ” Ό ” ₀ ‼᾿

₀  ―Ὼ‍ ” ῼ‚᾿ ‚  ― ’ ΌῲῸΌ⁸⁵‍ p.  

῀ 

 
 ４ 教育支援のネットワークをめぐる現状と課題 
 

⅜№⅍─╒₦—ῼ⁯”  

 ↨≤№⅍↔₠╒√” • ‴ ‴’ ‗”⅜№⅍─╒₦

₀  ⁴‍‼‚᾿∑≤└Ω₉₈ ”₪╒℮₉⅜╒₿╒‗” ”

⁞ ‚ ΅―” ║ ─╒₦₮≡№↨║

₀ ‒‍῀ ‚„ ‴ ‴’ Ό᾿ —ῼ⁯᾿ ᾿ ‘‾”

᾿ ᾿ ’‘” ₀ ―΅⁴῀​ ―᾿ 

‴ ‴’ Ό  ᾿ —ῼ⁯⁞ ” ‚  ― ⁯ ₁‖΅⁴῀

 ⁵⁮” ”∞└ↄ╒⁞​” ‚  ―΅⁴ „   – ’‒―΅

⁴῀ Ὸ ’Ό⁮᾿ Ό―‮  ‍ ‖Ῥ⁯᾿ ‘ῲ ”–’Ό⁯Ό

’΅”Ό ‖Ῥ⁴῀ ↨≤№⅍↔₠╒√ ” ‖Ῥ⁴Ή ‘‾”‍

‼‚ῌ‗΅ῲ₤╒─╒ⅎ”‾‗‚᾿ ‴ ‴’ ⁞ Ό ‴‒―↨≤№⅍

↔₠╒√₀  ᾿ ⁮‚„↨≤№⅍↔₠╒√‘ῲ Ό⅜№⅍─╒₦₀ ⁴ ‗
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‚⁭‒― Ὼ’⅜№⅍─╒₦Ό  ⁵⁴ ‗„᾿ ´⁴‹‖ ‘‾₀ ›

” ‚ ‖Ῥ⁴῀ 

 

║∑≤└Ω₉₈ ”⅜№⅍─╒₦ 

 ∑≤└Ω₉₈ „᾿ Ό ‖ ῾⁮⁵―ῷ⁯᾿  

― ‗ ” –” Ὸ⁮’⁯᾿ ₀ ‗ ‍

” ‖Ῥ⁴῀ ⁵‴‖᾿ ” ’⁴ „​⁵‌⁵  ―

 ―΅‍Ό᾿ ᾿ ‘ῲ ” ” Ό  ⁵―΅‍῀​ ―᾿

‚’‒―⁭ῲ⁞ῼ∑≤└Ω₉₈ ‘ῲ ” Ό ‴⁯––Ῥ⁴῀

 ⁵‚ ↨≤№⅍↔₠╒√Ό •–ῼ ‗‖ Ὸ⁮ ║ ║

‴‖ ΅ ₀  ‍ ”⅜№⅍─╒₦Ό  ⁵⁴ ‗Ό

‖Ὼ⁴῀ 

 ”∑≤└Ω₉₈ ‗ ↨≤№⅍↔₠╒√”₪╒℮₉⅜╒

₿╒ •∑≤└Ω₉₈ ‗” ” ₀  ᾿ ᾿ ᾿

᾿ ₀ › ’ ₀  ⁴‍‼” ₀ ‒‍῀

↨≤№⅍↔₠╒√” ” ” ‾ ῾᾿ ῼ”∑≤└Ω₉₈

” ‚  ⁴ ‗Ό‖Ὼ‍῀ 

 ∑≤└Ω₉₈ ”₪╒℮₉⅜╒₿╒‚Ή∑≤└Ω₉₈ ₲└₿╒

‚⁭⁴ ‚  ⁴₈└₨╒⅍ῌ₀  ‍ ᾿ ” ‚

 ⁴∑≤└Ω₉₈‚–΅―„᾿‰‗₁‘” ‖ ⁮Ὸ” ΌῬ⁯᾿​”

‾ ‚⁸‍‒―΅⁴ ‗Ό ⁮Ὸ‚’‒‍ p. ῀ Ὸ ’Ό⁮᾿‰‗₁‘

” Ό ⁞ ₀ ‚  ⁴‾”‖Ῥ⁯᾿ ⁞ ₀

 ‍ „ ’΅ ‗Ό ⁮Ὸ‗’‒‍῀ ⁞ ’‘‚ ⁯ ›

⁞ ‚⁭⁴ „᾿ Ό ⁞ ‚  ‍⁯᾿

Ό ‚₈↨⌠╒℅ ―  ⁵―΅⁴ ‗Ό  ⁵⁴῀ 

  ”⁭ῲ’ ‖„᾿ ‗᾿ ⁞ Ό •–΅‍ Ό᾿ ‚

⁭‒―  ⁵’΅ ⁯᾿ ‚  ⁵ ᾿ Ό ⁯‚ Ό⁮’΅῀

Ό ’΅ ‚ῷ΅―„ Ό ’΅‍‼᾿ ᾿ ‗   ”

₀ ῾⁴‗΅ῲ ’ ‚ ⁴ ‗‚’⁴῀⁭⁯ ’ ⁞

 ‍ ₀  ⁴‍‼‚„᾿  ⁴ ” ⁞ ῼ” Ό

 ⁵⁴‗‗‾‚᾿​” ₀  ᾿ ‚ ‖Ὼ⁴⁭ῲ’⅜№⅍─╒₦

Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 

４－２ 教育支援プラットフォームの構築における今後の方策・取組 
 
 １ 教育支援プラットフォームの運営における今後の方策・取組 
 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ‗  

 ∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” Ό᾿ ║ ║ Ὸ⁮’⁴
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⁞ ” ‚  ―΅⁴ Ό ῼ᾿ ’ ‚„ ‒―΅’΅῀ 

Ὸ ’Ό⁮ Ή̓  ΅ ῌ” ῴ ₀ ⁯ ⁵᾿ ’ ‖ ₀  ―΅

ῼ‍‼‚„᾿₰₿№↔Ό ‚  ᾿ ⁮” ” ‚–΅― ‚

‖Ὼ⁴⁭ῲ’ —ῼ⁯Ό ‖Ῥ⁴῀​”‍‼‚„᾿ ‴ ‴’ ₀  

―᾿₰₿№↔Ό ₀ ῾⁴’‘  ⁴ ₀ ῾᾿ ‴ ‴’ ⁞ ‗

‖Ὼ⁴⁭ῲ’ ₀  ᾿ ⁮‚„ ‗’⁴∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”

‚ ‼᾿₰₿№↔Ό ‚  ⁴⁭ῲ‚   ⁴ ΌῬ⁴῀ ⁮‚

„᾿ ⁞ —ῼ⁯‚  ⁴ ⁞ ” ₀ ‼᾿₰₿№↔‚  ―

₀  ―΅ῼ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 ‴‍᾿ ₀  ―  ‍∑≤└Ω₉₈₰₿№↔‚  ―„᾿

Ὸ⁮Ή ῌ” ₀  ‍῀ ”

‚⁭‒―₰₿№↔” ₀  ‗‗‾‚᾿ ‴ ‴’ ₀‗ῷ ―᾿ ₀

῾‍₰₿№↔Ό  ―΅⁴ ‗₀  ―΅ῼ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 

₀  ‍  

 ΌῬ⁴’ ‚ ⁸⁮ ᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό​⁵‌⁵” ᾿

₰₿ₐ⌂‚ ⁸ ― ’ῼ ‖Ὼ⁴ —ῼ⁯Ό ‖Ῥ⁴῀​”‍‼‚

„᾿ ”₦≤ₒⅎ₪└↓≈╒Ω₉└₧” ’‘ ₀ ⁮‚  ‍

‹—ῼ⁯₀  ᾿ ῼ”∑≤└Ω₉₈Ό  ᾿  ⁞ ΅ ₀ ⁴ 

‗‖᾿⁭⁯΅‒​ῲ ₀  ⁴ ₀ ⁯  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 

” ” ”  

 ₀ Ό  ⁴ „ ‚₈⅍≤₦₮≡└ ‚ ₀‏‍‾‘  ‴ ᾿

ῃ” ‚ ₀–῾⁴ ‗‖„’΅῀ Ό ₀  ⁴ ₀ ‚

 ᾿ ‚  ―  ⁴ ΌῬ⁴῀​”‍‼‚„᾿ ” ₀₪╒℮

₉⅜╒⅍ ⁴‎῾‚‗‘‼⁴ ‗’ῼ᾿ ” ‚⁭⁴ ” Ό‘

”⁭ῲ’ ₀‾‍⁮ Ὸ₀ ‒Ὸ⁯‗  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 

’ ” ‚–΅― 

 ᾿ Ό  ‍ ᾿ ” ₀  ―  ―΅ῼ‚Ῥ‍‒―„᾿

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔Ό ‍‚ ₀ ‏  ᾿ ₀  ‍⁯᾿

Ὸ⁮” ₀ ῾ ⁵⁴ ‗Ό ’ ‗’⁴ ΌῬ⁴῀​”‍‼

”↔№Ω₉₈₰₿└≥∑ר᾿‾‚ Ὸ⁮ ⁮‚ ‗’⁴ ” ⁴’⁮ ש᾿

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔” ת᾿ ” ‚⁭⁴ ‚ῷ῾⁴ ”

—ῼ⁯‗​” ” ᾿’‘₀ ‹ “―΅ῼ ΌῬ⁴῀ 

 ‴‍᾿ ᾿ ‾ ”⁭ῲ’ ₀ ῴ⁴‍‼᾿ ⁞∑

≤└Ω₉₈₰₿№↔‗ ║ ₀ ⁴‗‗‾‚᾿∑≤└Ω₉₈₰₿№↔”

” ” ₀ ‚ ⁴ ” ‖  ―΅ῼ ‗‾ ‖Ῥ⁴῀ 
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 ２ 教育支援活動を受け入れる側（学校）に対する今後の方策・取組 
 

 ΅⁸⁫⁴Ή ῌ„᾿ ⁞ Ό ῼ  ⁵―΅⁴῀ Ὸ ’Ό⁮

₀ ῾ ⁵― ‚ ₀ ⁴‍‼” „᾿ ⁞ Ό

 ―΅⁴ Ό ΅῀ ” ‖ ’ Ό᾿ ” ₀  ―

₀ ⁴ ᾿ ” ‗„ ‚ ᾿ ᾿  ’‘ ‴ ‴’ Ό

 ⁴ ‗Ὸ⁮᾿ ” ‚ Ῥ⁴΅„  ‍ῼ―‾᾿​”‍‼” ”

Ό ‖Ὼ’΅‗΅ῲ”Ό ‖Ῥ⁴῀‴‍᾿ ר᾿„―‒‗‚ Ό

‚‘”⁭ῲ’ Ό‖Ὼ⁴”Ὸ᾿ש ‚  ―‘”⁭ῲ’   ₀ ⁴”

Ὸ᾿’‘” ΌῬ⁴῀ ῲ΅‒‍ ₀  ⁴‍‼‚„᾿ ΌῬ⁮Ὸ ‼

’ ”↨⌠₧≤√₀‖Ὼ⁴‎῾ Ὸ– ‚   ‗Ό ‖Ῥ⁴῀

​” ‗ ―„᾿ ”−╒₿⌂€ₐ⅍‚ Ὸ⁮ ‍ ₀ ∞⅔≈╒

 ―  ᾿​” Ὸ⁮ Ό ” ⁞ ‚ ⁮ ― Ω₰₮’ῲ⁭⁴‮

√₀  ⁴ ‗Ό  ⁮⁵⁴῀ „᾿⁭⁯ ῼ” Ὸ⁮ ₀ ⁴‗‗‾‚᾿

−╒₿⌂€ₐ⅍₀  ᾿ ₀   ―΅ῼ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 
 ３ 学校の教育活動を支援する側（企業等）に対する今後の方策・取組 
 

 ‚  ⁴₈└₨╒⅍” ᾿ ” Ὸ⁮ ₀ ‍῀​”ῲ‏”

„ ⁮Ὸ” ₀ ―΅⁴῀‴‍᾿  ‍ ” „

₀ ⁴ ”Ῥ⁴ ‖Ῥ⁴῀ ‚  ⁴ 68,000᾿ 18

᾿ ⁭⁯ ‚ ‚ ―„‼⁴‗ 12,000 Ό ‚  

― ⁮Ὸ” ” ”Ῥ⁴ ‖Ῥ⁴‗ ῴ⁴῀ „ ⁵⁮” ‚  ―↑

₈≥└₧ ₀ ᾿ ’ ‚–’Ό⁴⁭ῲ‚€−╒⅍ ―΅ῼ ΌῬ⁴῀ 

  Ὸ ᾿ ⁵⁮” Ὸ⁮ ‼‍ ₀ ‚‴‗‼⁴‎῾‖„ ‚ •–Ὸ’

΅῀ ‚ ⁮  ⁸ ― ↨⌠₧≤√₀  ᾿ ‗ ₀

 ⁴ ‗‾ ‖Ῥ⁴῀​”‍‼‚„ ᾿ ᾿ ​”

” ”‾‗‚᾿ ” – Ό᾿ ”₢≥₤≈≤√” ‖‘”

⁭ῲ‚ ⁯  ⁮⁵⁴Ὸ  ᾿ ↨⌠₧≤√₀  ⁴ ‗Ό ‖Ῥ⁴῀

‾᾿ ⁮” Ό᾿ ” ║ ₀ ‼᾿ ” ₀ ‼⁴⁭

ῲ’ ↨⌠₧≤√‗ ―  ⁵⁴ ‗‚⁭‒―᾿ ‚  ⁴ ‾
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 ４ 高等教育機関との連携 
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 ５ ネットワークにおける今後の方策・取組 
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 ６ 行政の役割と新しい公共 
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第５章 資 料 
 

５－１ アンケート調査結果及び調査用紙 
 
１ 小・中学校教員へのアンケート調査結果（「教育ＣＳＲに関するアンケート」） 
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問３（５）教科指導以外における支援内容
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4

4

4

4

4

スーパー、自動車工場、食品工場、航空科学館、近隣の店や病院などの施設、自衛隊、火力発電所、魚の加工所、魚市

場、せんべい屋、浄水場、マエダ、消防署、ゴミ焼却施設、清掃センター、コミュニティセンター、克雪ドーム、幼稚

園、三内丸山遺跡、ヤマト運輸、リサイクル工場、郵便局、市の施設、マックスバリュー、ジュース工場

命のお話出前講座（助産師）、ゴミの分別やリサイクル、電流の通り道についての実験（東北電力）、人権教育、郷土

の特産品、環境、税金、保健指導（生命誕生、タバコ、酒の害）、正しいおやつの取り方（カルビースナックスクー

ル）、ケーキ職人、ＪＡ、福祉施設、パイロット（航空会社）、スーパー、漁協、航空科学館、乗馬体験、放射線（霧

箱など）の実験（日本原燃）、ユニバーサルデザイン、美術館、流通（日銀）、携帯電話の使い方（NTT）、あんしん教

室、植林教室、防犯教室（ALSOK）、焼き干し作り、交通安全教室（自動車学校）、地域の歴史や伝統文化に関わる話、

ＩＴ活用について、食育、NPO法人循環型社会創造ネットワークＣＲＯＳＳ、紙芝居実演など、牛の世話やチーズ・バ

ター作りなどの解説・実習（農場経営者）、社会福祉協議会、金山焼きの実演、夢の教室（NPOスポーツクラブ）、ダン

スクラブ、コーラス、人権支援教育、津軽塗の体験学習、音楽（器楽）の出前、ストリートチルドレン、読み聞かせ、

お茶会、津軽弁の川柳、航空教室（JAL）、思春期、救急法、ジョブカフェあおもり、川の水質調査、りんごの収穫、受

粉体験、車いす体験、高齢者疑似体験、妊婦体験、避難訓練（消防署・警察署）、その他働くことについてさまざまな

職業の人から講話

ガイド、トマトの提供、日本原子力文化振興財団（放射線の体験学習）

教科指導以外における支援内容

教科指導における支援内容
命のお話出前講座（助産師）、ユニバーサルデザイン、食育、郷土館（昔の道具）、朗読教室、税金の話、動物ボラン

ティア、動物ふれあい活動（動物愛護センター）、食の勉強（給食センター）、理科の電気の仕組み等環境問題につい

て紙芝居、古民具説明会（NPO）、食育教室（牧場主）、地域の漁業（漁協）、地域の芸能（保存会）、パソコンソフト

の作成、グライダーの制作、エネルギー教室（東北電力）、地層の学習（Jパワー）、工業生産、理科の「光のすすみ

方」の学習（科学技術館）、租税教室、安全教室（ALSOK）、薬物乱用防止教室、福祉体験活動、楽器指導（教材会

社）、市場、放送局（ATV)、天体（JAXA）、ＭＯＸ（原燃）、電気の出前教室（県エネルギー総合対策局）、新聞記

者、ハイブリッド車、エコ、熱気球、ねぷた笛、デジカメ教室、はたらく心（県商工労働部労政・能力開発課）、津軽

塗、税金、性教育、ネット安全教室（NTT）、米作り、米の歴史、乾電池作り（パナソニック）、弘前公園について（観

光ボランティア）、川柳の指導、食育教育（みそ作り、タッパー会社）、心肺蘇生法（消防署）、職業の種類や適性、

学校田の補助・指導、サケの採卵体験、焼き物づくり、水泳指導（スイミングスクール）、津軽塗体験教室、津軽検定

（市役所）、こぎん刺し、ヤマメの放流（岩木川漁協）、ふれあい乗馬体験

仏沼、漁業協同組合、消防署、郵便局、下水処理施設（教員対象）、新聞社、市場、製紙工場、火力発電所、その他職

場体験

立佞武多の館、自動車産業の冊子（トヨタ）、薬物乱用防止教育でアルコールについての教材資料提供、初経指導に必

要な試供品・カタログの提供、うがい・手洗い指導に必要な教材資料提供、募金活動をする際の場所
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                                        調査用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県教育支援プラットフォーム調査研究委員会 

文部科学省委託共同研究調査『「教育支援プラットフォーム」の構築に関する調査研究』 

教育ＣＳＲに関するアンケート 

＜アンケートの趣旨＞ 

本県においては、地域住民による学校支援ボランティアの活動が多くの学校で行われています。一

方、企業・ＮＰＯ・団体等（以下、「企業等」という。）による教育支援は、内容や機会などがごく限

られたものにとどまっています。そこで本調査研究は、企業等による教育支援「教育ＣＳＲ」を推進

するとともに、学校と地域の企業等を結び付ける仕組みとして「教育支援プラットフォーム」（別添

資料参照）を構築し、企業等による支援を奨励することで、多くの学校がより一層充実した教育活動

を展開するとともに、地域全体で子どもを育む社会を構築することをねらいとしております。 

このアンケートの結果は、企業等による学校教育の支援の実態の把握や今後の支援の在り方を検討

するための資料として活用いたします。 

 

＜回 答＞ 平成２２年１１月１２日までにアンケート用紙をそのまま回収の上、御返送お願い

します。 

＜問合せ＞ 青森県教育支援プラットフォーム調査研究委員会 

事務局：青森県教育庁生涯学習課 電話 017-734-9888（企画振興グループ 佐々木） 

 

ＣＳＲ：企業の社会的責任（corporate social responsibility）、企業の社会貢献 

※本調査においては、教育ＣＳＲは企業の他、ＮＰＯ・団体による支援も含むこととし、地域

住民や個人での支援は含まないものとしてご回答ください。 

 

問１ 教育ＣＳＲについて伺います。あてはまるものの番号を○で囲んでください。 

（１） 過去５年以内に授業等で企業等の支援（企業見学、職場体験、出前講座、教材提供等）を受け

たことがありますか？（前任校も含めてお答えください。） 

① ある ② なし 

 

※（１）で「①ある」と答えた方は、次の（２）（３）及び問２、問３についてさらにお答えくだ

さい。 「②なし」と答えた方は 問４へお進みください。 

 

（２） 過去５年以内に受けた支援はどのようなものですか。（複数回答可） 

① 企業等の見学に行ったことがある。 ② 職場体験に行ったことがある。 

③ 
ゲストティーチャー（出前講座）を招
いたことがある。 

④ 教材の提供を受けたことがある。 

⑤ その他 （            ）   

 

（３） 過去５年以内に支援を受けた回数はどのぐらいですか。 

① １～３回 ② ４～６回 ③ ７～９回 

④ １０回以上     

 

N0. 教育CSRについて意見

1
学校で蓄積された支援のシステムがあり、現在そんなに困っていない。どの学校も独自でお願いして開拓してきたもの

があり、今さらという感がある。

2 年度始めに計画に取り込んでおかないと時間の関係上むずかしい。そのためにも、情報収集・整理・蓄積が必要。

3 容易にできる環境づくりに期待したい。

4
授業時数が増える傾向にある中で、企業が学校に入ってくることに抵抗感はあります。学校が望む形で体制をつくらな

ければ充実しないと思う。

5
学校で学んでいることが、どのように実社会とつながっているのか学べる機会になればと思う。また、生き方、生きが

いを働いている人から学べるようであれば、なお良いと思う。

6 企業等の一覧があれば連絡が取りやすくて良いと思う。

7 今までの経験から思うことは、企業の方には教科書で教える内容を把握しておいて欲しい。

8
企業側からも情報の発信を行って欲しいこと。企業側にも児童・生徒を対象とした学習のマニュアルのようなものがあ

れば良い。

9
現状でも企業からの支援の売り込み（？）はたくさんあるし、学校側から企業へ支援を要請すると概ね好意的に受け入

れてもらえる。今さら「プラットフォーム」や「拠点施設」を作るより、学校（教員）が支援内容を検討して教育活動

に生かせるような学校の余裕（体制）が必要と考える。

10
開かれた学校にするために、外部の支援を受け入れたいが、それによる準備、打合せ等にかかわる余裕があまりないの

も現実。また窓口の教員が忙しくなるというのも不安。コーディネーターも増える一方である。

11
自分が知っている範囲で、「この活動にはあの団体」というふうに考え連絡・調整を図るパターンと、特に予定してい

なかったのに「○年生に、こういう学習はどうですか。」と持ち込まれてから考えるパターンが今は多い。情報がもっ

と手に入るようになってほしい。

12 新学習指導要領の実施に向けて、学校は多忙化すると思う。事前の打ち合わせなど、計画的に行えれば良いと思う。

13
小学校の場合、専門の方の話は、言葉づかいや用語が難しく、内容が理解しにくいことがあるので、発達段階を考慮

し、分かりやすい言葉で説明（解説、講義）できるといい。

14 各学校の取り組みの様子を知りたい。参考にしたい。

15 大変有効なものだと思うので、ぜひ活動が盛んになればいいと思う。

16 助かるので、どんどん進めて欲しい。

17
授業のねらいに合わせて、子ども達に分かりやすく話してくれる方と、そうでない方（内容が専門的すぎる等）の差が

大きい。

18 本校では、各学年いろいろ支援を受けている。

19 こんな支援ができる、こんな物（事）を提供できるといった情報が欲しい。

20 お礼（謝礼）のお金すら学校で準備できない状態である。

21 子どものためにも積極的に社会との関わりを希望する。

22
現場では、教育ＣＳＲ等のスペシャリストによる支援を、とても必要としているが、学校体制（学習指導要領の改訂を

含む）により、なかなか利用が困難な状況にある。

23 専門的な話を聞けるので、とても勉強になる。

24 （その地域での）コーディネーターが重要かつ不可欠となってくると思う。

25 職場体験５日というのは地域によっては大変厳しいなと思う。解決策はあるのか？

26
協力してもらうだけでも非常に時間・労力がかかる。社会全体で人を育てるのだという意識を高めてもらえたらいいと

思う。

27 地域の協力と財政（交通費等）、保険（移動、活動等）が課題である。
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問２ 問１の（１）で「①ある」と答えた方のみ回答してください。 

   回答は過去５年以内の「教科指導」についてお答えください。 

（１） ご自身が担当している授業において企業等から支援を受けたことがありますか？ 

① ある ② なし 

※（１）で 「①ある」と答えた方は、次の（２）～（７）についてさらにお答えください。 

 

（２） ご自身が担当している授業において企業等から支援を受けた回数は何回くらいですか。 

① １～３回 ② ４～６回 ③ ７～９回 ④ １０回以上 

 

（３） ご自身が担当している授業において企業等から支援を受けた１回あたりの平均的な時間はどの

くらいですか。 

① １時間 ② ２、３時間 

③ 半日（４時間） ④ ５、６時間 

⑤ １日 ⑥ その他 （             ） 

 

（４） 主に日程等の調整をしたのはどなたですか。（該当するものすべて） 

① 先生自身 ② 教頭 

③ 教頭以外の窓口教員 ④ 学年主任、分掌主任 

⑤ その他 （             ）   

 

（５） 支援の内容について具体的にご記入ください。（複数回答可） 

 

 

（６） 支援を受けてよかった点は何ですか？（複数回答可） 

① 児童・生徒の単元への興味・関心が高まった。 

② 児童・生徒の単元への理解が深まった。 

③ 児童・生徒の地域社会への関心が高まった 

④ 児童・生徒の地元企業等の人との交流のきっかけとなった。 

⑤ 充実した授業を展開することができた。 

⑥ 授業の教材研究等の負担が減った。 

⑦ 教員自身の単元についての理解が深まった。 

⑧ その他（                                   ） 

 

（７） 支援を受ける上で困った点・問題点は何ですか？（複数回答可） 

① 教科書に書いてある内容について指導する時間が尐なくなった。 

② 事前の準備や連絡の負担が大きかった。 

③ 日程調整のため、授業の進度がくるった。 

④ ねらいどおりの授業ができなかった。 

⑤ 児童・生徒と企業等の人との関係がうまくいかなかった。 

⑥ 企業等の人の教育活動への理解や協力が十分でなかった。 

⑦ 児童・生徒の単元への興味・関心が薄れた。 

⑧ その他（                                   ） 

問３ 問１の（１）で「①ある」と答えた方のみ回答してください。 

   回答は過去５年以内の「教科以外の指導」についてお答えください。 

（１） 教科以外の指導において企業等から支援をうけたことがありますか？ 

① ある ② なし 

※（１）で 「①ある」と答えた方は、次の（２）～（７）についてさらにお答えください。 

 

（２） ご自身が担当している教科以外の指導において企業等から支援を受けた回数は何回くらいです

か。 

① １～３回 ② ４～６回 ③ ７～９回 ④ １０回以上 

 

（３） ご自身が担当している教科以外の指導において企業等から支援を受けた１回あたりの平均的な

時間はどのくらいですか。 

① １時間 ② ２、３時間 

③ 半日（４時間） ④ ５、６時間 

⑤ １日 ⑥ その他 （             ） 

 

（４） 主に日程等の調整をしたのはどなたですか。（該当するものすべて） 

① 先生自身 ② 教頭 

③ 教頭以外の窓口教員 ④ 学年主任、分掌主任 

⑤ その他 （             ）   

 

（５） 支援の内容について具体的にご記入ください。（複数回答可） 

 

 

 

（６） 支援を受けてよかった点は何ですか？（複数回答可） 

① 児童・生徒が積極的に参加した。 

② 児童・生徒の地域社会への関心が高まった 

③ 児童・生徒の地元企業等の人との交流のきっかけとなった。（交流ができた） 

④ 準備等の負担が減った。 

⑤ 教員自身学ぶことがあった。 

⑥ その他 （                                  ） 

 

（７） 支援を受ける上でこまった点・問題点は何ですか？（複数回答可） 

① 事前の準備や連絡の負担が大きかった。 

② 日程調整が大変であった。 

③ ねらいどおりの活動ができなかった。 

④ 児童・生徒と企業等の人との関係がうまくいかなかった。 

⑤ 企業等の人の教育活動への理解や協力が十分でなかった。 

⑥ 児童・生徒が関心を示さなかった。 

⑦ その他 （                                  ） 
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問４ 今後、さまざまな企業等が積極的に学校の教育活動の支援を行うようになると仮定した

場合について伺います。あてはまるものの番号を○で囲んでください。 

（１） 授業等で企業等の支援を受けたいと思いますか？ 

① 思う ② 思わない 

 

（２） （１）で「思う」と回答した方は、次のどの活動で支援を受ける可能性がありますか？（複数

選択可） 

① 教科指導 ② 特別活動 ③ 総合的な学習の時間 

 

（３） （１）で「思う」と回答した方は具体的にどんな支援を受ける可能性がありますか？（複数選

択可） 

① （学校外に出かけて）見学 ② 職場体験（インターンシップ） 

③ ジョブシャドウ（仕事を観察） ④ （学校外に出かけて）体験活動 

⑤ （学校で）講演・講話 ⑥ （学校で）実験・実習 

⑦ （学校で）体験活動 ⑧ 教材等の提供 

⑨ その他 （            ）   

  ※「教材等の提供」は当日の来訪の有無にかかわらず支援を受けることを含みます。 

 

（４） （１）で「思わない」と回答した方はその理由は何ですか？ 

① 日程等の連絡調整がたいへんである。 

② 支援を受ける適当な内容や場面がない。 

③ 授業の進度や活動等に時間的な余裕がない。 

④ 外部の人の児童・生徒との接し方に不安がある。 

⑤ すでに地域住民等の支援を十分受けているのでこれ以上受け入れられない。 

⑥ 経費がかかる。 

⑦ その他 （                                  ） 

 

 

問５ 県内にはさまざまな企業等があります。もし、クラス単位の授業等でゲストティーチャ

ーを招いたり、その他支援を受けると仮定した場合、どのような支援内容があればいいと

思いますか。学年・教科・単元・具体的な内容などについて、下の例を参考にご記入くだ

さい。（対応できる企業等の有無にかかわらず、ご希望・アイデアをご記入ください。） 

（例） 学年・教科・単元 具体的な内容 

（ゲストティーチャーの例） 
小４・理科 「電気の働き」 

電力会社の職員による、電気の働きに関する解説、実習（４５分） 

（ゲストティーチャーの例） 
小５・理科 「メダカ」 

ペットショップからメダカを提供してもらい、観察の指導及び世話
の仕方や繁殖の仕方について解説してもらう。（３０分） 

（ゲストティーチャーの例） 
小５・社会 「環境に優しい製品」 

自動車販売会社の人に現在販売されている自動車のリサイクルにつ
いて、実際に部品等を提示してもらいながら解説してもらう。（２０
分） 

 

  

  

  

 

 

問６ 今後の教育ＣＳＲにおける課題について伺います。今後の課題と思われるものの番号を

○で囲んでください。（複数回答可） 

① 支援が受けやすい学校の体制づくり 

 

・しくみの整備 

② 教員の理解や協力 

③ 企業等の理解や協力 ④ 専任のコーディネーターの配置 

⑤ コーディネーターの資質・能力 ⑥ 窓口教員の協力 

⑦ 学校による情報の収集 ⑧ 学校からの支援希望の情報の発信 

⑨ 管理職のリーダーシップ ⑩ 行政の支援、協力 

⑪ 財政的な問題 ⑫ その他 （            ） 

 

 

問７ 教育ＣＳＲについてご意見がありましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

問８ 記入者の方について伺います。あてはまるものの番号を○で囲んでください。 

（１）ご専門の教科を○で囲んでください。（中学校の教員のみ回答してください。） 

① 国語 ② 社会 ③ 数学 

④ 理科 ⑤ 技術・家庭 ⑥ 芸術 

⑦ 保健体育 ⑧ 外国語 ⑨ その他 

 

（２）教職の経験年数を○で囲んでください。 

① ～５年 ② ６～１０年 ③ １１～１５年 

④ １６年～２０年 ⑤ ２１～２５年 ⑤ ２６～３０年 

⑦ ３１年以上     

 

ご協力ありがとうございました。 
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２ 企業へのアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=603

調査用紙送付　 平成２３年２月１０日（木）

回答締切 平成２３年２月２２日（火）

調査対象 2,269

回　　答 603 26.6

318 

229 

34 

45 

32 

46 

181 

0 50 100 150 200 250 300 350 

312 

50 

82 

156 

0 50 100 150 200 250 300 350 



 

- 53 - 

３ ボランティア活動支援センターへのアンケート調査結果 
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５－２ 研修会要旨（講義の中で印象に残ったこと、参考になったことを抜粋） 
 

「小・中学校の状況、受入体制について」 

講師：浪岡中央公民館館長 佐藤 克則 氏 

 

„᾿ Ό ῼ᾿ Ό  ΅”‖᾿ Ὼ ΅” Ό ’ῼ― ›‗΅ῲ ‖᾿ ║

⁭⁯ Ό ⁯⁞ ῼ᾿₪╒℮₉⅜╒⅍ ⁞ ΅‗ ῴ⁮⁵⁴῀ 

 

１ 学校とはどういうところか？ 

 ‗„᾿„‍‖ ⁴⁭⁯  ΅‗ ⁶‖Ῥ⁴῀ ₀ ⁴ ‗Ό ” ‗ ⁸⁵Ό‏‎Ό᾿

” ” ” „ ᾿ ῼ― ‖Ῥ⁴῀ „ ‚​⁵ ” Ό ῼ᾿ ‚ ” ᾿

‚ ” Ό ‒‗ ῼ῀ ῴ‟᾿ ” ‘‾” ₀‹―₪∞└⅍₀ ῼ „‗―‾ ‖

’ ‖Ῥ⁴῀ ‚᾿Ω₰⅍” ᾿ῷ ₀ ‼⁴᾿ ᾿ ”⅍≤↕⌂᾿ ᾿

║ ” ‘‾’‘‭” ᾿ ⁮‚ ‭” ’‘ΌῬ⁴῀‴‍᾿ ‚⁭⁯

” ⁯ΌῬ⁴ ‖᾿ ” ‚Ῥ‍⁴‗ ‹Ό’΅ ‖Ῥ⁴῀ 

 ” ” „ ‖Ῥ⁴῀ ‚‾ ’ ΌῬ⁴”‖᾿ ‚ ΌῬ⁴῀

‖’ῼ―‾ ‗‗‾‚ ‚’⁴ ‾Ῥ⁴῀ 

 

２ 企業との連携 ～イエローハットグループとトイレ掃除～ 

 ᾿ ᾿ ₀ ⁴ ᾿ ᾿⅍ₐ⌐₀ ‚ ‒―΅‍῀⅍ₐ⌐” ΅ ”  ₀ ‖

 ―‾  ⁵ ᾿ ‘‾ Ό ⁴⁭ῲ’₮₰Ω√₀⁞‖‏‍ ⁮’΅‗ ‚ ⁮’΅‗ ΅᾿℅

∩└₰Όῼ⁴”₀ ‒‗ ‒―΅‍῀Ῥ⁴ ᾿ ”   ΅‖᾿ ‘‾ Ό ‚ —Ὼ⁭΅

‭ Ὼ ‼‍‗ Ὸ⁮ ΌῬ‒‍῀ ‖᾿⅍ₐ⌐₀ ”‏‍ ‖Ὼ⁵΅‚ ‍΅῀ῷ

‾ῸῸ⁴”‖ ‗Ὸ’⁯‴ Ὸ‗῍⅍ₐ⌐ ῎‗΅ῲ ₀ ‒―Ὼ‍῀ ᾿΅ ῼר᾿„

’Ὸ⁞⁸ ש  Ό ’΅᾿ת⅍ₐ⌐№⅍∆╒←╒Ό ΅‚ῼ΅” ‖Ῥ⁴῀ 
 

 ₐₔ⌠╒⅞№⅍₧⌂╒↨„ ” ₀ ⁵᾿ ” ”Ήῷ ῌ₀ ―΅⁴῀

Ὸ⁮ Ό ‭ ₀ ₁‖ῷ⁯᾿ ᾿ ₀ ⁵⁴‗ ´‚ Ό‾⁮ῴ‍῀​” ₀   ᾿

‚↨⌠” ‚  ―‹’΅Ὸ‗ ᾿‗Ὸ῾⁴‏ Όₐₔ⌠╒⅞№⅍‭ ₀ ‍῀

– ‖ ―ῼ⁵‍῀ ‘‾‚ Ό  ΅‗ ⁸ ⁴⁭ῲ’ ₀  ―  ΅‗  ⁴‗᾿

Ὸ⁮ Ό ―ῼ⁵‍῀ 
 

 ‚ ᾿ ” ₀ ⁯∑≤└Ω₉₈₀  ‍⁮᾿ ‹‚‾ῸῸ⁸⁮ 

‴‒‍῀ ‘‾ ‗ₐₔ⌠╒⅞№⅍ „ ᾿ Ὸ⁮ ‴‖  ‍῀ ‘‾ „ ₀

῀ ‼„ ₀ ‒Ὸ⁯„΅―  ―΅‍ ‘‾ ‎Ό᾿ ‚ ₀ Ώ᾿ ‖ ῲ⁭ῲ‚’

‒‍῀ ”⁞⁯  ‍ „ ║ ‖⁞⁴‗ ΅᾿ ‖  ‍῀ 

 ’ῼ  ―΅‍ ‘‾Ό Ή̓ ‹”  ΅ ΅ „⅍ₐ⌐ ᾿ ₁’‚  ⁴”Ό

 ΅‗ ‼―⁸Ὸ‒‍ ῌ͂‗᾿ ‼” ‖  ―ῼ⁵‍῀⁞‒― Ὸ‒‍‗ ‒‍῀ 

 ‘‾ „῍ ῎‖’΅‗  ’΅῀​ῲ΅ῲ ₀₪╒℮₉⅜╒⅍ ― ῼ ΌῬ⁴῀ 

 

 

 

 

 



 

- 55 - 

「学校支援コーディネーターの役割」 

講師：八戸市教育支援ボランティアセンター 中村 智子 氏 

 
１ コーディネーターを引き受けることになったきっかけ 

 ₪╒℮₉⅜╒₿╒₀ Ὼ ῾‍ „ –Ῥ‒‍῀ ‘‾” Ὸ⁮” Ό᾿ ” ’‘

‖᾿‘₁‘₁ ⁵―΅‒‍῀ ” ₀ ―΅‍”‖᾿​” ‭ Ὸ ’΅Ὸ ‗

‚  ‍Ό᾿ Ὸ⁮„ ⁮⁵‍῀​ῲ΅ῲ ‚᾿ Ὸ⁮ ” Ό ‍῀ 

 ‴‍᾿ ” Ὸ⁮ Ή̓‘₁’ ‾   ₀ ῾⁴ ₀ ‒―΅⁴῀ ῴ‟᾿ ” ‚

 ⁴‖‾΅΅᾿‗‚Ὸῼ‹₁’‖ ” ₀ ―Ῥ ‍΅῀ ”  ’ ‖„’ῼ ‖

Ό ῾ ῲ ‗₀ ‍΅ῌ‗΅ῲ ₀ ΅―᾿​” ‚  ‍῀ 
 
２ コーディネーターとしてボランティアセンターでの日常の業務 

₪╒℮₉⅜╒₿╒”  

 ∑≤└Ω₉₈” ” ₀ ‒Ὸ⁯  ‴‗‼―ῷῼ῀ Ὸ⁮ Ό ‍‗Ὼ‚᾿​”

₀ ―᾿∑≤└Ω₉₈” ‭  ⁴῀ 

 ∑≤└Ω₉₈” ” Ό ⁮⁵‍⁮᾿ ‖ ‒―‾⁮ῲ῀ ‗ ” ‚  ΅―

‾⁮ῲ῀‴ ᾿∑≤└Ω₉₈” ‚ ₀ῷ ΅ ⁴῀​ῲ ⁴‗᾿∑≤└Ω₉₈” Ό‘₁’

’”Ὸ Ὸ⁯᾿ ‾  ⁴῀ ” ‖„᾿‴‎ ⁸ ’”‖ ⁴”‾ ‎‗  Ό᾿∑≤

└Ω₉₈‗ ―   ‴⁵⁴ „ Ῥ⁴”‏ ’”‖ ⁴⁭⁯᾿​” ‖  ― ‹  ῀ 

∑≤└Ω₉₈‚‗‒―℗≤ₐ ‗ 

 ∑≤└Ω₉₈‗ ― ‭ ῼ⁭ῲ‚’⁯᾿ Ό ⁴ ‗₀ ⁮’΅ ⁞‏‍ ᾿ ‘‾‍

” ῍‾⁮Ὸ‏ ῎‗΅ῲ ‖ ⁮⁵⁴῀​” Ό –⁮΅῀ 

 ∑≤└Ω₉₈₲└₿╒” ‗ Ὸ⁴ ₀ ⁯᾿ Ὸ⁮∑≤└Ω₉₈”

‚–΅― ‭  ―‾⁮ῲ῀ ‖ ‒―ῼ‎ ⁴ ‚„ ⁞ ’‘‖  ᾿

‭ Ό Ὸ⁴⁭ῲ‚ ―‾⁮‒―΅⁴῀ 

∑≤└Ω₉₈‭ῷ ΅ ⁴ ‗ 

 ‚„ ₁’ ‘‾ Ό΅⁴”‖᾿ ΌῬ⁴῀ ⁵„   ‒―΅‍‎Ὼ‍΅‗΅ῲ ‗‖

ῷ  ⁴῀ ” Ὸ⁮„ ΅‚ῼ΅ ‗‾Ῥ⁴”‖ Ή̓ ⁵„ ⁯‴  ῌ͂‗ῸΉ​⁵₀ ⁵⁴‗

‚ ―‾⁮ῴ’ῼ’⁯‴  ῌ͂‗΅ῲ ‗₀₪╒℮₉⅜╒₿╒Ό ῴ⁴῀ 

 ₪╒℮₉⅜╒₿╒” ’ „᾿ ‖„ ₀ ‗ ―΅⁴Ὸ ‒Ὸ⁯ Ὼ   ‗῀ Ό

΅‚ῼ΅ ‗₀₪╒℮₉⅜╒₿╒Ό ‚ ⁯᾿ ‒―Ῥ ⁴”Ό Ὼ’ ῀ 
 
３ コーディネーターとしてのスキル・資質 

 „ ᾿ ₀ ΅―ῼ⁵⁴⁭ῲ ‚ ⁯ ‒― ” ₀ ῼ῀ ” ₀ ‚ ῼ ‗῀

‴‍᾿ ῲ΅ῲ „‘ῲ‎⁶ῲ ‗₈└Ω⅓₀ ――΅’΅‗ Ό ‒― ’΅῀ ‾ Ὸ⁮’

΅‗Ὼ„ Ή̓ ₁’₨╒₰ΌῬ⁴ᾘΉ ₁’”„‘ῲ‖ ⁬ῲῸ ῌ‗΅⁶₁’ ₀ ⁴῀ 

 ‾∑≤└Ω₉₈” ‭” Ό ‚’⁯᾿∑≤└Ω₉₈” ‚ ᾿⁯‍ ​ῲ‏ ₀ ‘‾

‚ ₀ Ὸ ―᾿ ‏ ⁮ ‍⁯ ―΅⁴῀∑≤└Ω₉₈„ ‖῾‎‏  ―ῼ⁵―΅⁴”‖᾿

Ὸ⁮‾ ” ₀ ―΅‍‎ῼ⁭ῲ‚ ―΅⁴῀₪╒℮₉⅜╒₿╒Ὸ⁮᾿ ‭∑≤└Ω₉₈

‖ ‒―ῼ⁵‍ ‭Ή ⁞ ” ₀  ―‾⁮ῴ⁴‗  ΅‖  ῌ͂‗ ‒‍⁯ ⁴῀

​ῲ ⁴‗᾿∑≤└Ω₉₈” ‚‾ Ό ‴⁵᾿ ‗ ΅ ‚’⁴῀ 
 
４ 実際にコーディネートしての成功例 

 ‾ ‚ Ό’΅‗ ‒―΅⁴ ‭”‏‍ ₀ ›῀ ₀ › ‗‾₪╒℮₉⅜╒₿╒”

Ὼ’ ῀ 

 ᾿ ‖ ‒―΅⁴ ‗‭  ⁴‍‼” ₀ ₁‖ ‒―΅⁴῀ ‚  ᾿ ⁮‚

•‍΅‗᾿ ₁’ ‚  ᾿€−╒₿╒‚’⁴ ‾΅⁴῀ ⁯‖ ‒‍∑≤└Ω₉₈” Ό᾿

Ὸ⁵‍‗Ὼ‚ ῴ⁮⁵’΅Ό ’”‖᾿ ‖ ₀ ΅ ₀ ⁴῀​” ₀ ‘‾Ό ―᾿ ‖

„ ₿ₐ√‚’‒‍‗Ὸ᾿ ‘‾Ό ₀    ‗΅ῲ ΅ ₀ ῴ⁴῀∑≤└Ω₉₈‖ ‒―

ῼ‗΅ῲ”„ ΅ ‗‎ ᾿ ‚‗‒―„ ‚ ‒―΅⁴῀ 
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「地域を支援するＮＰＯの果たす役割と活動意義」 

講師：弘前大学生涯学習教育研究センター 講師 深作 拓郎氏 

 

 ”Ῥ⁴ ” ‖ ” ₀ ―΅‍῀​ ‖ Ό῾‍ Ό –Ῥ

⁯᾿​” –ΌΉ ‗ ” ‚⁭⁴ ᾿‖ῼ⁯ῌ—‏‴” ῼ ῼ—‏‴᾿‚⁶ ‗΅’‾

⁯” ‹₀ ⁴ ‖Ῥ⁴῀ 

 ‴  ” ῃ‗ ” Ό   ‚ ‒― Ή̓ ‒― ῌΉ ₀ ⁵‟ ’” ῌ‗  

ῲ ₀ ῾᾿‗ ‗₁   ΅₀ ⁴ ‗‚ ‍῀ „  ―᾿​ ‖Ῥ⁴ ῴ

₀ –῾―᾿ Ὼ ​ῲ‗ ‒―΅‍Ό᾿ Ό  Ώ―‴‗‼Ὼ⁵’Ὸ‒‍῀‰‗₁‘Ω╒∕₀ ‼ 

 ‍Ό᾿ Ὸ⁮’ῼ’⁯  Ὸ῾‍῀​” ᾿Ῥ⁴ ΌῬ⁯ Ώ‚’‒‍ ᾿ ”

ῃΌΉ Ό ΅‗΅ῲ ‖„’΅῀ ’ ‗„ ‘‾₀ ⁴ ‗‎῀‾‒‗  ’ῼ―„’⁮

’΅῀ ” „’‚  ” „’‚  ‗΅ῲ⁭⁯‾᾿ ‖ ⁴ ‗‗„  ‘‾Ό

– ‗‗„  ‗΅ῲ ” ₀ ⁭ῲ ῌ͂ Ό Ὼ ‴‒―΅‍‗ ⁶᾿ ‗„ Ὸ‗Ὸ᾿ ‗

„ Ὸ᾿ ‗„ Ὸ‗Ὸ΅ῲ ‗‎῾‖᾿ ” ‖  ―΅― ‖Ῥ⁴ ‘‾” ‗΅ῲ

”₀ ‒―΅‍῀ 

 ῴ‟Ή ” ῌ‗ ‒‍ ᾿ ‎῾ ⁄’΅᾿ ‾΅⁴᾿ ‾΅⁴῀Ῥ‗᾿ ᾿

₀⁞‒―΅⁴ ᾿ ” ᾿​ῲ΅ῲ ‖‾ῲ ⁯  ―᾿ ‴‒― ᾿‏

‗΅ῲ‾”Ό ―᾿​” ‚ ᾿ ”↨≤№⅍↔₠╒√‚ ΅‾”Ό Ό‒‍῀ 

 ⁞‒― Ὸ‒‍”„᾿ ” ΌῬ‴⁯ Ὼ ‗Ὸ ‗Ὸ  ’΅‖᾿‗ ‗₁‹₁’‖   ‒

‍‗΅ῲ ‗῀ ‚ ‴⁯᾿΅⁶₁’ ₀‗ ‗₁   ‒‍῀   ῲ ₀Ὼ₁‏‗

῾―⁞‒‍ ‗‖ Ή̓₈ₐ℮₈ῌΌ ―Ὼ‍῀₈ₐ℮₈Ό ―ῼ⁴”‗᾿ ‖„’ῼ―Ή ῌΌ

―Ὼ‍῀​ ―᾿ ” ⁞ ” ῴΌ ῾⁴⁭ῲ‚’‒―΅Ὼ Ή̓ ῌ‚–’Ό‒‍῀

Ό ‒―΅‍‾” ”‾”Ό ‴⁵―Ὼ‍‗΅ῲ”Ό᾿  ‖  ‍ ‗῀ 
 

 ” ‗ ―⅞╒ↄ╒∕₰‗΅ῲ ” Ό ⁸⁵⁴”‎Ό᾿⅞╒ↄ╒∕₰Ό ‒―΅

⁴”‾ ῀⅞╒ↄ╒∕₰„᾿⁭ῼ ‖‾ ―ῼ⁴ ‖᾿̓̀ ” ῎‗΅ῲ

 ⁵―΅⁴ ‾Ῥ⁴῀ „ⅎₐ℗”₢↔ₓ₀  ―΅‍῀ⅎₐ℗”₢↔ₓ„‍‴⁯ ‖᾿ ‖΅ῲ

‗ ‹‍΅’ ‖᾿​ ‖‹₁’Ό ‴⁯᾿΅⁶΅⁶  ⁴῀‍⁸΅‾’΅ Ὸ⁮ ⅜₿᾿

” ‖᾿ ῲ΅ῲ Ό ‒―΅‍῾‘‾᾿ ” ‘ῲ’⁴‎⁶ῲ᾿‗΅ῲ‗ ⁶Ὸ⁮᾿   –

‗Ὸ ” ‚ Ό‒―΅Ὼ᾿​⁵Ό ‗Ὸ ‭” ‚ Ό‒―΅Ὼ᾿​ῲ΅ῲ‗ ⁶‚

Ό ⁮⁵―΅ῼ‗⅞╒ↄ╒∕₰„ ‒―΅⁴῀ 
 

 ” ‖᾿​ῲ΅ῲ ₀ ⁴ Ό᾿ ‚ ⁴Ὸ‗΅ῲ‗᾿’Ὸ’Ὸ  ΅‗

ῲ῀ ᾿⅜№⅍” Ό ” ‗ ―„ ῴ―„΅⁴Ό᾿ ‚ ” Ὸ‗΅ῲ‗᾿ „​ῲ‖„

’΅῀Ῥ⁴ ᾿ ‗ ―„ ⁯ –Ό᾿ ‗΅ῲ‗ ⁶‴‖„΅Ὸ’΅῀ Ὸ‗΅ῲ‗᾿ῷ

΅” ₀  ―᾿​ Ὸ⁮ ⁯ ῴ⁴   ΅‖„’΅Ὸ⁮᾿⅜№⅍” „ ΅‒†’ ‖ ⁸‒

― ‴ῲ῀ ‖᾿ ᾿​ῲ΅ῲ ₀–ῼ⁵⁴Ὸ‗΅ῲ‗᾿↨≤№⅍↔₠╒√‎‒‍⁯᾿ ∏╒√‎‒

‍⁯᾿ ‘‾₦≤↕‎‒‍⁯᾿ ῲ΅ῲ ₀  ―–ῼ‒―΅Ὸ’῾⁵‟᾿’Ὸ’Ὸ​ῲ΅ῲ

‗΅ῲ‾”‚ ‒―΅ῼ ‗„  ΅‗ ῲ῀ ₀ ‚ ―᾿ ” ‗΅ῲ”Ό

⁸‒― ‴‒‍”Ό ‗ ―Ῥ⁴‗ ῲ῀ 
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「地域を支援するこれからのＮＰＯが果たす役割と活動意義」 

講師：ＮＰＯ法人かなぎ元気倶楽部専務理事 伊藤 一弘氏 
 

 „ ῾‍⁮‎‼‎‗ῲ΅ῲ ‗‖„’ῼ᾿ ” ‗  ⁭ῲ‚ ₀ ―‾ ῀  

― ₀ ⁞ ‭ ₀  ⁴ ᾿ ” ‹ ”‖„’ῼ᾿ Ό‏‍  

‚ ῲ‗΅ῲ”Ό ” ῀ ₀ ”‍‼‚  ⁴῀ ”‍‼ ”‍‼᾿ ”

‚  ⁴῀ 

 

” ​ ― ”  

”‏‍  „ ”‏‍ ‖ ⁶ῲ῀ ⁞ ‚  ‍ ‖„’ῼ Ή̓ Ό‏‍ ”‍

‼ ‚⁞⁯‍΅ ‗₀‘₁‘₁  ― ‚ ―΅ ῲῌ‗΅ῲ”Ό ῀⅍↨₲└₪”‏‍

₀   ᾿‴ „ ” ₀„Ὸ⁯᾿ ” ₀  ― ” ₀ ⁯  ‍‼‚ ₀

 ⁴῀ ⁮‚ ῾‍ῷ ‖ ”‍‼‚’⁴ ₀⁞⁴῀ ⁞ₐ∂└⅍‚⁭‒―᾿ ῼ” ‚

’→₯⅜₰℅∩└₰₀  ⁴῀‗΅ῲ”Ό ‖Ῥ⁴῀ 

 ‗΅ῲ”„ ”‪⁴ ‗᾿ ” ῀ ‗ ” –” ’ ΌῬ⁴῀​”

” ⁞ ₀  ‍ ₀ ‚ ―΅⁴῀ 

 ᾿ Ὸ⁮” ₀ ῾᾿ Ή ῌ‗ ₀  ―΅⁴῀

​” ‚ ‗ ―᾿ ⁫Ὸ⁯” ᾿ ” ₀   ₀  ―΅⁴῀ 
 

 ᾿ Ό‏‍ ⁯ ₁‖΅⁴ ‗„᾿  ’῾⁵‟’⁮’΅ ” ‖Ῥ‒―᾿→₯≡└᾿ ‗΅

ῲ”„‴‎‴‎ ” ‗‖Ῥ⁴῀ ”⁯’Ὸ‾‏‍ ‖Ῥ⁴ ᾿  ―΅⁴ ‾‏‍ ” ” ‖‾

Ῥ⁴ ᾿΅ ⁵ ⁵ ―ῼ⁴‗΅ῲ ₀‪‴ῴ―᾿ ” ‭–’ ―΅Ὸ’῾⁵‟᾿ ‚„ ‴’

΅‎⁶ῲ῀‎Ὸ⁮᾿ ― ‗└≡₯→‴΅Ό‏‍ ῴ―΅⁴ ” „᾿ ‘‾ ‚–’ ―΅Ὸ’

῾⁵‟ ‚ ‴’΅῀ 
 

  ͔͔͔͔͔͔ ‚ —Ὼ᾿‘ῲ ⁵‟⁭⁯ ῼ’⁴Ὸ₀ ῴ⁴ 

₪∙≈⅔₨╒₮≡└ ͔ ₀   ῾ ⁵᾿ ” ‚ Ὸ‒― ῼ  

  ͔͔͔͔͔͔₈ₐ℮₈₀‘ῲ  ⁴Ὸ᾿  ᾿ ‚ ῴ⁴₲└₰ 

  ͔͔͔͔͔͔‾” ‗” ‚ ῾―᾿ ‴‖ῬῺ⁮‼ ‚  ⁴  

  ͔͔͔͔͔͔ ‖” ’ ‗᾿ ⁞ ₀ ‚ ⁴  
 

Ό‏‍  ‗ ― ‚ ’ ῀ ῲ΅ῲ ₀–῾  ⁴‍‼᾿ ‘‾ ₀ ”‏‍ ‚

–’ ―΅ῼ ‗‚⁭‒―᾿ ‘‾ ‚‗‒―‾ ‚  ―΅ῼ Ό   – ‴⁵―ῼ⁴‎⁶ῲ ᾿

​⁵Ό‡΅―„ ‚’⁴‎⁶ῲ῀ 

 Ή ‘‾Ό ⁸⁵‟ Ό ⁸⁴῀ Ό ⁸⁵‟ ” Ό ⁸⁴ ῌ͂ ” ‚  ῼ  ‍῀ 

 ᾿ Ό ‚΅΅ ‚ ⁸⁯₀‾‒―Ὼ―ῼ⁵―΅⁴῀ ⁞ ₀ ⁴᾿​ῲ ⁴ ‗‖

”  ₀   Ή͂ ‚⁞‒―‹⁴‖‗ ῲ΅‗ῌ‮ ‚’‒―Ὼ‍῀ Ό΅⁶₁’ ‚

₀  ―ῼ⁵―΅⁴῀ ‖ ” ⁞ ₀ ⁴ ₀ ‍⁯᾿ ” ᾿ ‘‾

Ό ⁮ ‗ Ὸ΅ ‒― ₀ ⁴’‘῀ ᾿ῷ ₀  ―΅⁴῀ 

   – ‗ ‘‾” ⁸⁯Ό ῴ―΅῾‟᾿ ‘‾” ‗ ’ ‫ Ό  ῀₩╒√‚

⁮⁵―ↄ╒℅∩⌂’ ‖ ₀ Ὸ ―΅⁴”‖„’ῼ―᾿ ‖‏‍ ₀ ‒―‹‍⁯᾿ ⁯₀

‚ ―‹⁴’‘᾿ ‘‾ Ό ⁸‒―΅‒―ῼ⁵⁴‗ ‾   – ⁸‒―΅‒―ῼ⁵⁴῀ Ό ⁸

‒―΅‒―ῼ⁵⁴‗ ” ‾ ⁸‒―΅‒―ῼ⁵⁴῀ 

 Ὸ’⁯ ῴ‖᾿ ”↨⌠” Ὸ⁮ ⁴‗ ΅‗΅ῲ ‗„ ῃ  ―΅⁴Ό᾿ ᾿ ‍

Ό‏ ⁴ ” ‗‚–΅―ῷ ₀ ‴ ‍῀ 
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５－３ 視察報告（宮崎県・滋賀県訪問 視察報告） 
 

１ 目  的  ↨≤№⅍↔₠╒√” ‚  ⁴ ” ‗ ―᾿

’ ₀  ―΅⁴ ” ₀  ⁴ ‗‚⁭⁯᾿ ”

” ₀ ⁴῀ 

２ 視 察 者    ῃ  ᾿   

３ 視察概要 

【１】宮崎県教育庁生涯学習課訪問 （平成22年12月20日） 

 Ή‹⁞ Ὼ” ῌ₈₮₰⅍  

 22 ῀ ║ ║ ” Ό‖Ὼ⁴ ₀Ή₈₮₰⅍

ῌ‗ ― ”∏╒√∆╒₯‖  ᾿₈₮₰⅍₀  ⁴ ⁞ ”

⅔╒₱‚  ― Ό₪╒℮₉⅜╒⅍ ⁴῀ 

 22 12 20 ᾿ „113 138 ᾿ Ό₪╒

℮₉⅜╒⅍ ‍ „47 ῀ ‚60 ₀   ‹῀ 

   ║ ‚   ᾿ ⁞ ᾿ ” ” ‚

 ‍ ‾ ‒―ῷ⁯᾿ ”Ῥ⁮⁫⁴ ‚ Ὸ ―΅⁴῀ 

║ ‖„᾿ ” ‚Ή ║ ║ Ό ‗’

‒‍ —ῼ⁯” ῌ₀  ᾿ ₀ ”⅍№↨‚ —῾―΅

⁴῀ 

 

ר  

  

ש ₫√

 

 

ר Ὸ⁮ ‚ ⁯ ₁‖΅‍Ό᾿ Ό ‖ ₀ ―‾

‚⁭⁴ ” Ό ῺῸ‒‍῀ ᾿ ‚  ― ‖”

Ό ῴ᾿ ⁞ ‭” ’‘ ” ‾ Ό‒‍῀ 

ש ᾿ ᾿ ᾿─╒₦≤ₐ↔ↄ≤└₰᾿ ₀ ‚᾿ ₀  ―

‚ ⁯ ₁‖΅⁴῀ „᾿ ‗” ᾿ ‖”

᾿ ║ ‖” ⁞ₐ└₿╒└₮№↨᾿ ‗”

’‘᾿ ῼ ⁯ ₁‖΅⁴῀ 

【２】滋賀県教育委員会生涯学習課訪問（平成22年12月21日） 

 Ή ” ₀ ‭ῌ  

 19 ῀ ” ∞⅔≈╒₀∏╒√∆╒₯‚  ᾿  

⁴ ‗ ”∕№℅└₧₀ Όῷ ’ῲ῀ 

 22 12 20 ᾿ „130 ᾿190 ” ∞⅔≈╒Ό

 ⁵―΅⁴῀ Ό₪╒℮₉⅜╒⅍ ‍ ‗ ”

„52 ῀ –’Ό⁯”‖Ὼ‍ ‗ Ό  ―  ―΅⁴

‾Ῥ⁴῀ 

   ║ „᾿ 14 Ὸ⁮ ―” ‚Ή ‗ ₀ ╒⅜℮₉╒₪‫

⅍ ῌ₀  ‍ ‗ ―  ―΅⁴῀ 

║ „᾿ ” ’ ᾿ Ό ῼ ” ‖Ῥ⁴

’‘Ὸ⁮ ’ Ό ῼ᾿ ‚  ⁴ ᾿ ‚  ⁴ ”

‾ ῼ᾿ ‚ ‖Ῥ⁴῀ 

║ ‖„᾿ Ή Ό‪Ύ‹ῌ₀ ῀

⁞ ‭” ₀ ⁴ 1,000 ‗ ₀ ₁

‖΅⁴῀ 

║ ‚  ‍∏╒√∆╒₯Ή ₮₰Ω√῍‚ῷ“‒

‗ ᾜ₀  ᾿ ∞⅔≈╒₀„ ‼᾿ ‚ ⁸⁴ ₀

 ―΅⁴῀∏╒√∆╒₯”₈₦₲₰ „ 230 ₀ ῴ᾿​” ”

Ὼ Ὸ⁮᾿ ” ‭” ‾⁭⁯ ῼ ‚’‒―΅⁴῀ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

∑≤└Ω₉₈₰₿№↔ ” ₔ└₯└₀‾–Ή ↨≤№⅍↔₠╒√ῌ” 

‚  ⁴  

     

    ║ ↨≤№⅍↔₠╒√  

           

           017- 734- 9888 FAX 017- 734- 8272 

        
 

調査研究委員会

ι ι ║

1 ι ₲└₿╒ι

2 ι ›– ‗ ‪⁵Ῥ΅ ι

3 ι ι ›–  ‴΅ ι

4 ι

5 ι ιι ι

6 ι ι

7 ι ι

8 ι ιι ι ║

9 ι ι ₧⌂╒↨ι

10 ῃ ι ₧⌂╒↨ι

11 ι ι ₧⌂╒↨ι

12 ₲└₿╒ ι

13 ι ₲└₿╒ ι

上北地区実行委員会（上北地区調査専門部会）

ι ι ║

1 ι Ωₐ₦₡↔‹ ⁸ι

2 ι

3 ι ι ι

4 ι ι ι

5 ι ι ι

6 ι ι ι

7 ι ι ι

下北地区実行委員会（下北地区調査専門部会）

ι ι ║

1 ›– ‗ ‪⁵Ῥ΅ ι

2 ι ›–  ‴΅ ι

3 ι ι ›– ι

4 ι ι ι

5 ι ι ι

6 ι ι ›– ι

7 ι ι ›– ι

西北・中南地区実行委員会（西北・中南地区調査専門部会）

ι ι ║

1 ι ₲└₿╒ι

2 ι ι

3 ι ι Ὸ’Ώ ι

4 ι ι ι

5 ι ιι ι

6 ι ι ι

7 ι ιι ι

8 ι ι

青森県教育支援プラットフォーム調査研究委員会名簿


